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済
世
顧
問
制
度
と
笠
井
信
一

野

修

一、
は
じ
め
に

大
正
五
年
（
一
九
二
ハ
）
五
月
十
日
大
隈
首
相
の
訓
示
演
説
に
始
ま
っ
た
地
方
長
官
会
議
の
第
二
日
目
の
回
目
頭
、

一
木
内
相
は
い
つ

終
わ
る
か
わ
か
ら
ぬ
欧
州
の
戦
乱
が
わ
が
国
の
社
会
、
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
に
懸
念
を
表
明
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
態
勢

を
各
地
方
で
整
え
る
べ
く
部
下
を
督
励
す
べ
し
と
訓
示
し
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
都
市
農
村
の
改
良
は
各
位
の
多
年
力

を
掲
く
し
つ
t
A

あ
る
所
其
の
成
績
亦
頗
る
見
る
べ
き
も
の
あ
る
は
深
く
欣
ぶ
所
な
り
今
後
一
層
力
を
此
に
致
さ
れ
む
こ
と
を
望
む
」
。

こ
の
内
相
訓
示
演
説
を
聴
く
側
の
地
方
長
官
に
は
俵
孫
一
北
海
道
庁
長
官
、
井
上
友
一
東
京
府
知
事
、
大
久
保
利
武
大
阪
府
知
事

ら
と
並
ん
で
本
稿
が
問
題
に
す
る
笠
井
信
一
岡
山
県
知
事
も
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

一
木
喜
徳
郎
内
相
、
井
上
友
一
東
京
府
知
事
の

二
人
は
七
年
前
の
明
治
四
十
二
年
（
一
九
O
九
）
七
月
の
第
一
団
地
方
改
良
事
業
講
習
会
開
催
当
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
務
次
官
、
参

事
官
と
し
て
「
都
市
農
村
の
改
良
」
す
な
わ
ち
地
方
改
良
を
推
進
す
る
ま
さ
し
く
中
枢
に
位
置
し
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

意
味
で
は
先
の
引
用
部
分
は
自
画
自
讃
の
言
葉
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
の
点
は
と
も
か
く
、
地
方
改
良
と
い
う
政
策
が
な
ぜ
打
ち
出
さ
れ
た
の
か
を
そ
の
第
一
団
地
方
改
良
事
業
講
習
会
で
の
一
木
次

に
即
し
て
言
え
ば
、
「
挙
国
一
致
の
必
要
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
必
要
が
今
な
ぜ
生
じ
た
か
と
言
え

2 

官
の
講
演
「
自
治
の
本
義
」

ば
、
大
衆
化
状
況
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
一
個
人
の
働
き
に
依
頼
せ
ず
し
て
、
多
数
公
衆
の
力
に
よ
る

（

5
）
 

と
い
ふ
こ
と
が
、
今
日
の
文
明
社
会
に
於
て
、
著
し
い
現
象
を
な
し
て
居
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
現
象
に
一
木
は
あ
る
意

一
木
は
言
う
。
「
多
数
公
衆
の
力
に
よ
り
て
行
く
と
、
其
国
が
強
い
。
此
生
存
競
争
の
劇
し
い
世
の
中
に
、

国
家
の
進
運
を
遂
げ
て
行
か
う
と
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
其
手
段
に
出
る
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」

味
で
順
応
的
で
あ
る
。

と
な
れ
ば

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
多
数
者
を
前
提
に
し
た
国
民
再
統
合
の
方
法
を
考
案
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
う

し
て
考
え
出
さ
れ
た
方
法
こ
そ
一
木
の
言
う
自
治
、
す
な
わ
ち
多
数
者
に
対
す
る
自
治
と
い
う
名
の
行
政
へ
の
参
加
の
奨
励
で
あ
っ

た
。
今
回
は
明
治
二
十
年
代
の
初
め
に
地
方
自
治
体
制
が
確
立
す
る
に
至
る
ま
で
の
状
況
と
は
異
な
り
、
行
政
側
か
ら
の
言
わ
ば
自

ま
た
自
治
の
伝
統
は
そ
れ
ま
で
も
存
続
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
「
伝
統
的
隣
保
組
織
の
再
編
」
で
も
あ
っ

治
の
押
し
売
り
で
あ
り
、

？こ

一
木
は
一
方
で
こ
う
語
る
。
「
国
家
が
直
接
に
人
民
の
精
神
上
、
経
済
上
の
発
達
に
助
力
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
最
後
の
場
合

で
あ
る
か
ら
、
先
づ
其
利
害
の
最
も
近
い
所
の
組
合
な
り
団
体
な
り
に
於
て
、
共
同
相
扶
け
る
と
い
ふ
精
神
で
以
て
、
其
事
を
負
担

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
か
ら
し
て
考
へ
て
見
る
と
、
第
一
に
自
助
の
精
神
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、
も
う
一
方

で
農
業
に
つ
い
て
農
会
が
、
商
業
に
つ
い
て
商
業
会
議
所
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
で
決
め
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま

尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
自
治
と
は
言
わ
な
い
の
だ
と
す
る
。

つ
ま
り
、
「
其
意
見
を
出
す
に
就
て
も
、
己
れ
等
に
専
門
の
知
識
が
あ
る

な
ら
ば
、
其
知
識
に
基
い
て
、
国
家
の
利
益
と
な
る
や
う
な
意
見
を
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
自
治
と
は
「
国
家
の
事
務
に
非
ざ

一
つ
の
手
段
方
法
で
あ
る
」
と
い
う

る
も
の
を
、
国
家
か
ら
独
立
し
て
行
ふ
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
国
家
の
政
務
を
行
ふ
所
の
、

の
が
一
木
の
言
う
「
自
治
の
本
義
」

で
あ
っ
た



な
お

こ
の
第
一
団
地
方
改
良
事
業
講
習
会
の
開
会
式
に
お
い
て
、
平
田
東
助
内
相
は
「
地
方
改
良
の
事
業
と
申
す
と
、
誠
に
法

漠
な
問
題
で
あ
る
O

i
－
－
－
其
一
二
を
挙
げ
て
見
れ
ば
自
治
事
務
の
こ
と
並
に
財
政
の
整
理
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
其
外
経
済
殖
産
上

の
こ
と
も
訓
育
風
化
の
こ
と
も
或
は
勤
倹
貯
蓄
の
奨
励
の
こ
と
も
皆
網
羅
す
る
に
非
ず
ん
ば
改
良
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
一
と
述
べ
て
い
た
。
地
方
長
官
の
任
務
と
は
部
下
の
地
方
官
た
ち
に
こ
う
し
た
改
良
事
業
へ
の
取
組
み
を
促
す
こ
と
で
あ
り
、
本

来
地
方
長
官
自
身
が
地
方
改
良
事
業
を
企
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

本
稿
が
こ
れ
か
ら
問
題
に
す
る
岡
山
県
知
事
笠
井
信
一
の
場
合
、
彼
が
大
正
五
年
五
月
の
地
方
長
官
会
議
後
に
構
想
し
た
岡
山
県

済
世
顧
問
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
岡
山
県
民
の
間
で
の
ま
さ
に
一
木
言
う
と
こ
ろ
の
「
共
同
相
扶
」

の
精
神
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る

地
方
改
良
事
業
な
の
だ
が
、
笠
井
自
身
は
そ
の
自
分
の
行
為
を
と
く
に
地
方
改
良
と
は
呼
ん
で
お
ら
ず
、

ま
た
周
囲
か
ら
も
そ
の
命

名
の
仕
方
通
り
救
済
事
業
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
第
一
回
地
方
改
良
事
業
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
前
年
に
は
同
じ
く
「
井
上
友
一
に
よ

（ロ）

っ
て
推
進
さ
れ
た
感
化
救
済
事
業
講
習
会
」
の
第
一
回
目
も
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
長
官
自
身
の
発
意

に
よ
り
、
そ
し
て
長
官
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
専
ら
支
え
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、

い
さ
さ
か
特
異
な
制
度
が

済世顧問制度と笠井信一

岡
山
県
済
世
顧
問
で
あ
っ
た
。
以
下
こ
の
制
度
が
発
足
す
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
事
業
と
し
て
の
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か

（日）

に
す
る
こ
と
で
、
大
阪
府
方
面
委
員
と
と
も
に
今
日
の
民
生
委
員
制
度
の
前
身
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
岡
山
県
済
世
顧
問
の
歴
史

的
意
味
を
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
う
。

（1
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
五
年
五
月
十
二
日
付
。

（2
）
同
右
、
大
正
五
年
五
月
二
十
日
付
。

（3
）
神
谷
慶
治
監
修
『
地
方
改
良
運
動
史
資
料
集
成
』
第
四
巻
「
第
一
回
地
方
改
良
事
業
講
演
集
」
（
柏
書
房
、
昭
和
六
十
一
年
Y
七
｜
九
ペ
ー
ジ
．

（4
）
同
右
、
＝
一
ペ
ー
ジ
。

（5
）
同
右
、
一
四
ペ
ー
ジ
。

3 
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（6
）
同
右
。

（7
）
石
田
雄
『
近
代
日
本
政
治
構
造
の
研
究
』
（
未
来
社
、
一
九
五
六
年
て
五
三
ペ
ー
ジ
。

（8
）
神
谷
慶
治
監
修
、
前
掲
書
、
二
ハ
ベ

l
ジ。

（9
）
同
右
、
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
叩
）
同
右
。

（
日
）
同
右
、
六
ペ
ー
ジ
。

（
ロ
）
山
田
明
「
感
化
救
済
事
業
の
組
織
化
に
お
け
る
『
講
習
会
』
の
位
置
」
、
社
会
福
祉
調
査
研
究
会
編
『
戦
前
期
社
会
事
業
史
料
集
成
』
第
一
八
巻
（
日
本
図
書
セ

ン
タ

1
．
一
九
八
五
年
）
、
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
臼
）
仲
村
優
一
他
編
『
社
会
福
祉
辞
典
』
（
誠
信
書
房
‘
昭
和
四
十
九
年
）
、
三

0
ペ
ー
ジ
の
「
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
」
の
項
な
ど
参
照
s

4 

一一、
済
世
顧
問
制
度
へ
の
動
機

笠
井
信
一
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
現
在
の
静
岡
県
富
士
市
に
生
ま
れ
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
東
京
帝
大
法
科
卒
業
、
翌

年
内
務
省
に
入
り
、
明
治
四
十
年
（
一
九
O
七
）
岩
手
県
知
事
、
次
い
で
静
岡
県
知
事
、

そ
し
て
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
に
岡
山

県
知
事
と
な
っ
た
。
「
岡
山
県
に
知
事
た
る
こ
と
五
年
、

地
方
的
に
特
色
裕
か
な
顧
問
制
度
の
創
始
者
運
営
者
と
し
て
彼
の
名
声
は

益
々
挙
り
、
当
時
の
東
京
府
知
事
井
上
友
一
と
共
に
東
西
相
呼
応
し
て
、
社
会
事
業
の
権
威
と
し
て
の
令
聞
を
高
う
し
た
わ
け
で
あ

お
一
」
そ
し
て
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
北
海
道
庁
長
官
と
し
て
岡
山
県
を
去
り
、
大
正
十
年
（
一
九
二
二
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
東
京
に
て
逝
去
。
享
年
六
五
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
笠
井
が
昭
和
三
年
に
公
表
し
た
『
済
世
顧
問
制
度
之
精
神
』
（
脱
稿
は
十
二
年
前
の
大
正
五
年
初
冬
）
の
冒
頭
の
「
本
書
の
由
来
」

は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
は
実
に
我

皇
室
の
賜
な
り
。
余
岡
山
県
に
在
職
中
大



正
五
年
五
月
十
八
日
宮
中
に
於
て
県
下
の
貧
民
状
態
に
付

御
下
問
を
拝
す
。
調
査
を
了
し
て
其
の
員
数
の
多
き
と
其
の
生
活
状
態

の
悲
惨
な
る
と
に
驚
惇
長
歎
し
、
又
大
に
責
任
の
軽
か
ら
ざ
る
を
痛
感
し
爾
来
之
が
対
策
を
得
ん
と
欲
し
先
づ
欧
米
に
倣
ふ
べ
き
防

貧
制
度
あ
る
や
と
識
者
に
質
し
た
る
に
皆
目
く
無
し
と
。

己
む
を
得
ず
、
県
庁
に
於
て
何
等
か
の
方
法
を
案
出
せ
ん
と
企
て
日
夜
焦

慮
、
遂
に
県
下
を
通
し
て
防
貧
機
関
を
設
定
す
る
に
至
れ
り
。
是
れ
即
ち
現
時
の
済
世
顧
問
制
度
な
り
。
」

大
正
天
皇
か
ら
の
御
下
問
と
い
う
契
機
が
笠
井
に
よ
る
済
世
顧
問
制
度
創
設
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
契
機
は
笠
井
の
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
噴
出
の
引
き
金
あ
る
い
は
噴
出
後
の
指
針
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て

も
、
笠
井
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
れ
自
体
と
一
に
し
て
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
笠
井
の
行
為
は
文
字
通
り
の
意
味
で
の
牧
民
官
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
源
を
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
官
僚
と
し
て
で
も
天
皇
主
義
者
と
し
て
で
も
な
い
と
い
う
の
が
私
の
判
断

で
あ
る
天
皇
か
ら
の
御
下
問
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
若
干
説
明
す
れ
ば
、
こ
れ
は
明
治
天
皇
の
頃
か
ら
す
で
に
慣
例
と
な
っ
て
い
た
行
事

済世顧問制度と笠井信一

で
、
地
方
長
官
会
議
が
召
集
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
上
京
し
て
き
て
い
る
地
方
長
官
た
ち
を
宮
中
に
呼
び
、
「
各
地
方
長
官
に
御
陪
食

を
賜
」
い
、
そ
し
て
時
に
さ
ら
に
御
下
問
と
い
う
こ
と
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た
御
陪

食
、
御
下
問
の
際
に
は
、
当
時
岩
手
県
知
事
で
あ
っ
た
笠
井
は
御
下
問
に
対
し
て
「
即
日
奉
答
書
を
上
」
げ
て
い
た
が
、
今
問
題
に

し
て
い
る
大
正
五
年
五
月
十
八
日
の
時
に
は
、
岡
山
県
知
事
た
る
笠
井
は
「
上
御
一
人
の
御
嘉
納
に
な
る
べ
き
奉
答
を
為
し
能
は
ざ

る
は
極
め
て
遺
憾
」
と
本
人
が
述
懐
す
る
事
態
に
至
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
笠
井
の
『
済
世
顧
問
制
度
之
精
神
』
の
冒
頭
の
個
所
か

ら
は
、
笠
井
に
対
す
る
御
下
聞
は
県
下
の
貧
民
状
態
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
笠
井

に
お
い
て
は
「
本
県
ノ
重
要
物
産
及
品
目
並
其
ノ
消
長
、
本
県
ノ
輸
出
品
ノ
名
称
及
其
ノ
産
額
消
長
、
本
県
一
般
殖
産
工
業
上
ノ
消

長
、
貧
民
ノ
状
況
、
教
育
ノ
進
度
等
本
県
ノ
実
情
－
一
付
、
御
下
問
ヲ
拝
ス
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

5 



こ
う
し
た
御
下
問
に
対
し
て
笠
井
は
い
つ
奉
答
書
を
差
し
出
し
た
の
か
。
守
屋
茂
に
よ
れ
ば
、
「
十
数
ヵ
月
に
亘
る
思
索
研
究
の

近代日本研究

6 

結
果
、
そ
の
施
策
の
目
安
が
つ
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
漸
く
奉
答
の
案
が
出
来
上
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
層
一
層
そ
の
責
任
感
を
強
う

し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
正
式
な
書
類
と
し
て
の
奉
答
書
の
こ
と
で
言
う
な
ら
、
私
は
守
屋
の
見
解
に
は
否
定
的

で
あ
る
。
私
に
は
笠
井
は
い
わ
ば
二
通
の
奉
答
書
を
作
成
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
御
下
問
か
ら
日
な
ら
ず
し
て
提
出
し
た
正
式
な
書

類
と
、

ま
さ
に
守
屋
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
思
索
研
究
の
結
果
」
と
し
て
の
岡
山
県
済
世
顧
問
に
つ
い
て
の
報
告
書
類
の
二
つ
で
あ
る
。

前
者
が
早
速
に
作
成
、
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
御
下
問
の
翌
月
す
な
わ
ち
大
正
五
年
六
月
二
十
七
日
に
開
催
の
岡
山
県
郡
市
長
会
議

で
の
次
の
よ
う
な
戸
明
か
ら
も
読
み
取
れ
る
と
思
う
。
笠
井
は
述
べ
て
い
る
。
「
御
下
問
－
一
対
シ
奉
リ
テ
ハ
庁
議
ヲ
凝
ラ
シ
事
実
ヲ

列
挙
シ
テ
奉
答
仕
リ
タ
レ
ド
モ
編
纂
中
幾
度
カ
苦
痛
ヲ
感
ジ
タ
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
。
：
：
：
本
県
ノ
内
容
、
具
体
的
事
項
ノ
全
部
ガ
未
ダ

震
襟
ヲ
安
ン
ジ
奉
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
カ
ツ
タ
事
デ
ア
ル
。
：
：
：
幸
一
一
進
歩
ノ
趨
勢
ヲ
示
セ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
極
メ
テ
愉
快
デ
ア

ツ
タ
ガ
、
内
容
貧
弱
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
有
ノ
佳
奉
答
ス
ル
ノ
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
誠
一
一
恐
催
断
悌
一
一
堪
へ
ラ
レ
ナ
カ
ツ

（

9
）
 

々
／
」

し
か
し
非
公
式
の
奉
答
書
、
す
な
わ
ち
大
正
六
年
五
月
十
二

日
に
岡
山
県
訓
令
第
十
号
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
済
世
顧
問
設
置
規
程
を
記
し
た
で
あ
ろ
う
も
の
が
、
お
そ
ら
く
大
正
六

「
誠
一
一
恐
懐
断
悦
一
一
堪
へ
ラ
レ
ナ
カ
ツ
タ
」
が
ゆ
え
に
、
二
通
目
の
、

年
二
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
地
方
長
官
会
議
の
際
に
天
皇
に
提
出
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
も
い
わ
ゆ
る
内
聞
に
達
す
る

と
い
う
形
に
お
い
て
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
一
切
が
済
ん
で
帰
県
後
の
二
月
二
十
六
日
に
初
め
て
笠
井
は
県
下
に
済
世

顧
問
制
度
に
つ
い
て
公
表
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
方
長
官
会
議
か
ら
戻
っ
た
の
ち
恒
例
に
な
っ
て
い
る
県
下
の
郡
市
長
お
よ
び

（日）

一
般
県
民
は
そ
の
翌
日
の
新
聞
で
「
済
世
顧
問
の
事
」
と
い
う
小

警
察
署
長
を
前
に
し
て
の
訓
示
演
説
の
一
部
と
し
て
行
な
わ
れ

さ
な
見
出
し
の
も
と
で
読
む
こ
と
に
な
る
。

な
お
予
め
指
摘
し
て
お
け
ば
、
笠
井
は
済
世
顧
問
創
設
に
か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し



て
の
御
下
問
の
一
件
は
そ
の
な
か
で
一
切
触
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、
笠
井
の
耳
に
は
し
か
し
大
正
天
皇
の
御
下
問
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
御
下
問
に
よ
っ
て
魁
っ
て
い
た
明
治
天
皇
の
肉
戸
す

な
わ
ち
御
製
が
た
え
ず
聴
え
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
『
済
世
顧
問
制
度
之
精
神
』
に
次
の
、

よ
く
引
用
さ
れ
る
個
所
が
あ
る
。
す

な
わ
ち

先
帝
の
斯
民
を
愛
撫
せ
ら
る
ふ
大
御
心
の
至
大
無
辺
な
る
事
を
最
も
能
く

済世顧問制度と笠井信一

「
余
は
明
治
天
皇
御
在
世
中
岩
手
県
知
事
に
勅
任
せ
ら
れ

拝
承
し
て
居
っ
た
。
御
製
に

県
守
こ
k
A

ろ
に
か
け
よ
し
っ
か
や
の
か
ま
と
の
姻
た
つ
や
た
ふ
す
や

あ
か
た
も
る
人
に
問
ひ
み
む
民
く
さ
に
か
与
る
恵
み
の
露
は
い
か
に
と

地
方
長
官
た
る
自
分
は
特
に
比
の
御
製
に
感
激
し
常
に
心
に
銘
じ
拳
々
服
膚
し
て
敢
て
違
は
ず
教
育
に
、
実
業
に
全
力
を
以
て
民
生
の
福

利
に
力
め
た
。
け
れ
ど
も
今
今
上
陛
下
の
優
渥
な
る
御
下
聞
を
拝
し
調
査
の
結
果
を
見
て
撫
然
た
る
久
し
。
熟
々
考
ふ
る
に
教
育
、

勧
業
、
土
木
等
我
等
の
施
設
は
所
謂
一
般
方
略
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
斯
民
を
率
ゐ
る
に
不
徹
底
で
あ
っ
た
上
、
こ
り
で
あ
っ
た
。
県
民
中
自

覚
し
て
此
の
施
設
を
善
用
す
る
も
の
は
学
に
就
く
で
あ
ら
う
。
家
業
も
栄
ゆ
る
で
あ
ら
う
が
然
ら
ざ
る
も
の
は
我
れ
と
没
交
渉
で
あ
っ
た

に
相
違
な
い
。
戦
を
開
く
に
敵
状
も
偵
察
せ
ず
先
づ
一
般
方
略
を
宣
布
し
て
敵
は
帰
伏
す
る
も
の
と
な
し
た
る
感
が
あ
る
。
一
片
の
訓
令

や
漠
然
た
る
勧
奨
で
恵
の
露
に
県
民
全
部
が
潤
ふ
て
居
る
と
思
ふ
の
は
大
な
る
自
惚
れ
だ
。
県
民
全
体
に
及
ぶ
べ
き
徹
底
的
方
法
を
用
ひ

ざ
れ
ば
民
草
は
慈
雨
に
浴
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
点
に
於
て
余
は
県
守
と
し
て
行
届
か
ず
唯
々
府
県
制

市
町
村
制
其
の
他
の
法
令
を
維
持
し
知
事
の
職
務
と
し
て
為
す
べ
き
事
を
正
直
に
遂
行
し
傭
仰
天
地
に
惚
ぢ
ず
と
信
じ
た
る
は
誠
に
通
り

一
遍
の
凡
倉
知
事
で
あ
っ
た
。
法
制
の
目
的
は
国
民
を
安
楽
生
活
に
導
か
ん
と
す
る
に
在
り
之
を
離
れ
て
法
令
何
の
価
値
か
あ
る
。
国
民

の
実
際
生
活
を
改
善
す
る
が
行
政
の
最
も
大
な
る
使
命
で
あ
る
。
極
端
に
云
へ
ば
法
令
の
適
胤
位
多
少
誤
り
て
も
国
民
の
実
際
生
活
を
安

（ロ）

楽
な
ら
し
む
る
こ
と
が
真
実
の
行
政
で
あ
る
。
之
が
為
め
に
責
任
を
聞
は
る
t
A

も
其
れ
こ
そ
術
仰
天
地
に
憐
ぢ
ず
で
あ
る
。
」

で
は
笠
井
に
と
っ
て
本
当
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。
御
下
問
へ
の
奉
答
中
の
、
県
下
の
さ
ま
ざ
ま

7 



な
統
計
上
の
数
値
、

と
く
に
貧
民
の
数
の
多
さ
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
か
。
大
正
五
年
六
月
二
十
七
日
の
郡
市
長
会
議
の
席
上
で
の

8 
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発
言
で
「
内
容
貧
弱
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
有
ノ
佳
云
々
」

の
個
所
は
、
そ
う
し
た
趣
旨
で
た
し
か
に
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
私
は
笠
井
が

本
当
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
統
計
的
な
数
字
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
す
ぐ
前
の
引
用
個
所
で
の
「
通
り

一
遍
の
九
倉
知
事
」
た
る
自
分
自
身
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
笠
井
は
御
下
問
の
な
か
の
貧
民
以
外
の
岡
山
県
の
現
状
に

関
す
る
諸
指
標
に
つ
い
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
精
通
し
て
い
て
、
例
え
ば
赴
任
し
た
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
岡
山
県
は
、
前
年

に
比
べ
て
全
体
と
し
て
は
二
割
程
度
の
生
産
価
額
の
落
ち
込
み
が
生
じ
不
景
気
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
国
的
な
現
象
で
も
あ
り
、
農

業
と
工
業
の
県
民
の
間
で
の
重
み
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、

工
業
の
生
産
力
の
優
位
が
一
応
明
確
に
な
っ
た
と
は
言
え
、

な
お
県
民

の
六
割
以
上
は
農
業
に
従
事
し
、
農
業
を
主
体
と
し
た
県
民
生
活
は
こ
れ
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変
り
な
く
営
ま
れ
て
お
り
、

そ
し
て
続

五
年
と
景
気
は
回
復
へ
の
傾
向
に
あ
る
と
の
認
識
を
、
岡
山
県
知
事
官
房
統
計
掛
の
作
成
に
な
る
岡
山
県
統
計
書
な
ど

（日）

に
よ
っ
て
得
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

く
大
正
四
、

つ
ま
り
「
一
片
の
訓
令
や
漠
然
た
る
勧
奨
」
と
い
う
形
の
地
方
行
政
を
行
な
っ
て
お
れ
ば
岡

山
県
に
つ
い
て
は
特
に
心
配
な
し
と
し
て
い
た
自
分
を
、
急
逮
実
施
し
た
貧
民
調
査
と
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
発
見
し
て
、
自
ら
の

怠
慢
に
恥
じ
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

先
の
引
用
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
笠
井
に
お
い
て
は
明
治
天
皇
在
世
中
の
岩
手
県
知
事
時
代
に
自
分
は
牧
民
官
（
県
守
）
で
あ
る
と

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
言
い
換
え
れ
ば
牧
民
官
た
る
自
分
は
天
皇
、
自
分
、
民
と
い
う
順
序
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
と
の
意
識
が

抱
か
れ
て
い
た
。
笠
井
に
お
い
て
天
皇
は
民
を
気
遣
い
、
民
を
愛
撫
し
、

し
か
し
民
を
牧
す
る
仕
事
は
自
分
た
ち
県
守
に
任
せ
る
存

在
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
天
皇
観
は
上
山
春
平
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
の
「
原
始
・
古
代
の
国
々
に
は
普
遍
的
に
存
在
し
な
が
ら
、
今

日
で
は
類
例
の
な
い
祭
紀
的
君
主
」
と
し
て
の
天
皇
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
古
代
的
で
あ
る
が
ゆ
え
の
平
等
性
、

つ
ま
り
神
的
存
在
を
前
に
し
て
の
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
存
在
の
平
等
と
い
う
古
代
的
観
念
も
笠
井
に
よ
っ
て
抱
か
れ
て
い
た
。

ザコ



ま
り
都
市
民
と
農
民
と
を
区
別
し
て
の
議
論
は
せ
ず
に
、
県
守
に
と
っ
て
は
民
は
す
べ
て
県
民
と
し
て
く
く
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
県

民
と
は
全
県
民
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
笠
井
は
前
節
の
一
木
内
務
次
官
の
地
方
改
良
へ
の
動
機
、
す
な
わ
ち
多
数
者
を
前
提
に
し
て

の
国
民
再
統
合
へ
の
意
欲
を
共
有
で
き
る
の
で
あ
る
。
古
代
君
主
と
し
て
の
天
皇
観
の
持
ち
主
は
、
二
十
世
紀
の
大
衆
化
状
況
に
対

応
で
き
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
岩
手
県
知
事
時
代
に
す
で
に
笠
井
に
あ
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
い
つ
の

聞
に
か
忘
れ
ら
れ
、
今
岡
山
県
知
事
と
し
て
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
経
験
を
し
た
こ
と
で
、
恥
ず
か
し
き
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
笠
井
の
場
合
、
御
製
に
お
け
る
県
守
と
は
自
分
笠
井
信
一
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
、

つ
ま
り

御
製
と
い
う
天
皇
の
肉
戸
に
よ
っ
て
言
わ
ば
呪
縛
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
は
神
と
し
て
の
天
皇
の
側
の
「
責
任
の

（
日
）

不
在
」
と
、
天
皇
の
命
通
り
行
為
し
て
い
る
が
故
に
臣
民
の
側
に
責
任
は
な
い
の
だ
と
す
る
天
皇
制
下
の
密
教
と
か
ら
な
る
、
支
配

の
総
無
責
任
体
制
の
な
か
に
笠
井
が
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
笠
井
に
お
い
て
自
分
は
天
皇
、
牧
民
官
、
民
と
い
う
順

序
関
係
の
な
か
で
の
牧
民
官
と
し
て
義
務
を
果
た
す
と
の
責
任
意
識
は
決
し
て
消
え
る
こ
と
が
な
い
。
笠
井
に
あ
る
の
は
む
し
ろ
天

済世顧問制度と笠井信一

皇
制
下
の
顕
教
、
つ
ま
り
笠
井
自
身
が
そ
の
一
人
で
あ
る
支
配
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
懸
命
に
臣
民
に
教
え
込
ん
だ
神
へ
の
「
無
償
の
殉

（

凶

）

（

げ

）

教
」
の
義
務
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
を
怠
っ
た
時
の
恥
ず
か
し
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
笠
井
は
内
務
官
僚
と
し
て
特
異
だ

一
方
で
そ
も
そ
も
天
皇
を
玉
と
し
て
扱
う
こ
と
な
ど
不
可
能
だ
っ
た
し
、

っ
た
の
で
あ
り
、

ま
た
他
方
一
木
の
よ
う
に
無
機
的
な

「
国
家
の
事
務
」

の
執
行
者
と
し
て
自
己
を
限
定
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
木
の
後
を
襲
っ
て
内
相
に
就
任
し
た

後
藤
新
平
の
場
合
に
は
、
国
家
官
僚
と
し
て
帝
室
を
政
策
の
一
コ
マ
と
し
て
扱
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
後
に
や
や

詳
し
く
論
ず
る
が
、
明
ら
か
に
笠
井
と
は
異
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
後
藤
に
は
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

9 

と
こ
ろ
で
笠
井
に
お
け
る
岡
山
県
民
の
貧
困
状
態
へ
の
憂
慮
は
感
覚
的
に
、

つ
ま
り
明
治
天
皇
の
御
製
に
よ
っ
て
、

ま
た
大
正
天
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皇
の
御
下
問
に
よ
っ
て
紛
れ
も
な
く
支
持
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、

10 

ま
た
警
戒
心
も
含
ま

そ
こ
に
は
前
述
の
通
り
恥
ず
か
し
き
と
、

れ
て
い
た
。
『
済
世
顧
問
制
度
之
精
神
』
の
「
本
書
の
由
来
」

の
個
所
で
笠
井
は
こ
う
も
言
っ
て
い
る
。
「
其
の
内
容
は
主
と
し
て
実

際
的
経
験
的
な
れ
ど
も
又
学
究
的
、
批
判
的
、
想
像
的
に
縦
横
、
思
惟
に
任
せ
て
忌
障
な
き
筆
路
を
辿
り
当
時
の
政
府
者
能
く
寛
容

し
得
る
や
否
や
を
考
慮
し
、
制
度
一
た
び
成
れ
ば
他
に
示
す
の
要
な
き
も
の
と
し
て
其
の
僅
僅
底
に
蔵
す
」
と
。

と
は
言
え
、
笠
井
は
そ
の
ロ
ゴ
ス
と
パ
ト
ス
を
比
較
的
素
直
に
済
世
顧
問
発
足
の
年
に
専
門
誌
に
書
き
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
救
済
研
究
』

へ
の
寄
稿
の
な
か
で
笠
井
は
、
「
社
会
は
共
進
す
べ
き
も
の
で
、
強
者
独
り
進
む
も
劣
者
多
く
落
伍
す
る
と
き
は
社
会

は
決
し
て
健
全
で
な
い
、

不
健
全
の
社
会
に
存
在
す
る
事
は
廻
り
来
り
て
強
者
の
不
幸
と
な
る
、
け
れ
ど
も
、
今
の
経
済
組
織
は
富

め
る
者
は
益
々
富
み
、
貧
し
き
も
の
は
愈
々
窮
す
る
様
に
仕
組
ま
れ
て
居
る
、
畢
寛
従
来
の
経
済
学
は
法
を
犯
さ
父
る
範
囲
に
於
て

極
め
て
自
由
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
智
恵
の
あ
ら
ん
限
り
、
融
通
の
あ
ら
ん
限
り
、
力
限
り
、
根
限
り
、
我
意
我
欲
を
容
認
し
所
謂
、

（却）

偉
い
者
勝
ち
と
云
ふ
訳
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
、
と
述
べ
た
。

こ
れ
は

K
・
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
（
一
八
四
三
1

四
五
年
）
の
な
か
の
一
節
、
「
労
働
は
富
者
の
た
め
に
は
驚
異
的

な
作
品
を
生
産
す
る
。
だ
が
、
労
働
は
労
働
者
に
は
赤
貧
を
つ
く
り
だ
す
」
、
つ
ま
り
疎
外
の
概
念
の
説
明
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
笠
井
は
「
然
ら
ば
貧
者
は
救
ふ
事
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
乎
」
と
自
問
し
、
結
論
と
し
て
「
貧
困
の
原
因
を
討
究
す
る
事

が
救
済
の
先
決
問
題
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
結
論
の
意
味
は
経
済
組
織
の
、
貧
富
格
差
拡
大
の
構
造
的
原
因
の
究
明
で
は
な

く
、
「
戸
口
調
査
」
を
糸
口
と
す
る
済
世
顧
問
一
身
の
範
囲
内
の
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
努
力
の
蓄
積
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

戸
口
調
査
と
は
こ
れ
ま
で
行
政
と
く
に
警
察
が
行
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
生
活
難
を
救
済
し
個
人
に
快
き

活
動
を
楽
」
し
ま
す
る
た
め
の
調
査
と
し
て
は
警
察
は
不
適
で
あ
る
。
「
そ
こ
で
同
一
市
町
村
に
永
住
し
親
の
代
か
ら
自
然
顔
な
じ
み

の
有
志
者
に
依
嘱
し
貧
民
計
り
で
な
く
相
当
家
庭
に
至
る
、
迄
生
計
程
度
の
実
地
調
査
を
為
し
各
方
面
の
民
情
、
習
慣
殊
に
悪
習
慣
等



を
査
察
せ
し
め
県
庁
各
公
街
と
連
繋
を
と
り
て
適
切
な
る
改
善
方
法
を
講
」
ず
る
こ
と
を
考
え
た
。
官
吏
で
は
出
来
ぬ
こ
う
し
た
仕

事
を
頼
む
こ
と
が
可
能
な
有
志
者
、
「
各
方
面
の
篤
志
家
」
を
笠
井
は
済
世
顧
問
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。
済
世
つ
ま
り
世
を
救
う

と
い
う
命
名
の
仕
方
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
け
ば
、
笠
井
に
は
次
の
よ
う
な
社
会
哲
学
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
社
会
構
成
の
必
要
条
件
は
共
同
生
活
と
云
ふ
観
念
で
あ
る
。
此
の
観
念
が
原
動
力
と
な
り
て
社
会
を
構
成
し
又
能
く
発
達
を
遂
げ
し
む

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
社
会
組
織
内
に
織
り
込
ま
れ
て
居
る
人
は
中
心
要
素
な
る
共
同
生
活
観
念
の
内
容
を
心
得
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
既

に
共
同
生
活
と
云
へ
ば
自
然
当
然
に
含
ま
れ
る
も
の
は
相
持
ち
主
義
、
相
互
ひ
主
義
、
相
互
依
存
主
義
、
共
存
共
栄
主
義
、
平
等
主
義
、

協
力
一
致
主
義
、
協
調
親
和
主
義
、
団
体
主
義
と
当
世
流
に
並
べ
立
て
れ
ば
色
々
あ
る
が
要
す
る
に
仲
善
く
喧
嘩
せ
ず
に
相
励
み
て
安
楽

生
活
を
送
り
ま
せ
う
と
云
ふ
の
だ
。
尚
少
々
詳
し
く
云
へ
ば
世
間
は
相
持
ち
、
利
害
は
共
通
で
あ
る
。
一
例
を
挙
ぐ
れ
ば
軒
を
並
べ
て
居

る
隣
家
の
失
火
を
消
す
こ
と
に
尽
力
せ
ざ
れ
ば
隣
家
の
焼
失
と
共
に
我
も
類
焼
の
不
幸
を
見
る
。
粗
製
品
を
割
高
に
売
り
我
独
り
不
当
の

利
を
収
め
ん
と
す
れ
ば
お
得
意
は
な
く
な
る
。
何
事
も
彼
我
共
に
立
ち
得
る
様
に
せ
ざ
れ
ば
我
必
ず
亡
ぶ
。
相
互
利
害
相
関
の
必
然
の
理

由
が
共
同
生
存
の
理
由
で
あ
る
。
世
に
は
貧
富
の
実
際
的
差
別
が
あ
り
て
も
貧
者
を
し
て
益
々
貧
な
ら
し
め
ば
、
富
者
独
り
安
楽
生
活
を

遂
げ
得
る
筈
が
な
い
。
我
等
の
企
つ
る
防
貧
制
度
は
特
に
此
の
点
に
留
意
し
貧
富
、
賢
愚
、
精
神
界
、
物
質
界
に
渉
り
相
互
交
渉
、
相
互

依
存
、
以
て
共
存
共
栄
を
主
眼
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

済世顧問制度と笠井信一

」
う
し
た
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
は

一
木
が
地
方
改
良
事
業
講
習
会
で
参
加
者
に
説
い
た
「
共
同
相
扶
」
と
同
一
の
も
の

だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
笠
井
と
一
木
の
間
に
は
そ
う
し
た
人
間
関
係
を
実
現
す
る
目
的
に
お
い
て
明
確
な
ち
が
い
が
あ
る
。
笠
井
に
お

一
木
に
お
い
て
は
「
国
家
の
進
運
」

い
て
そ
れ
が
ま
さ
に
済
世
で
あ
り
、

で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
由
来
し
て
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
が
、

笠
井
の
薫
陶
が
し
み
込
む
済
世
顧
問
制
度
が
一
木
ら
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
地
方
改
良
運
動
と
微
妙
な
違
和
を
表
面
化
さ
せ
て
い
る

点
に
つ
い
て
は
次
節
の
終
り
の
部
分
で
触
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
笠
井
の
構
想
を
も
う
す
こ
し
紹
介
し
て
お
こ
う
。

（

m
U
）
 

笠
井
は
こ
う
言
う
。
「
智
力
足
ら
，
さ
れ
ば
済
世
顧
問
は
之
れ
を
補
充
し
、
職
を
得
ざ
れ
ば
之
れ
を
紹
介
し
」
て
ゆ
く
こ
と
、
言
い

11 



か
え
れ
ば
「
貧
困
者
の
相
談
相
手
と
な
り
て
、
貧
に
攻
め
ら
れ
、
煩
問
、
憂
欝
、
漸
次
沈
下
す
る
も
の
を
浮
（
か
）
ば
せ
る
の
で
あ

近代日本研究

る
、
例
へ
ば
先
づ
貧
乏
の
原
因
を
調
べ
、
労
働
口
即
ち
雇
い
手
無
き
が
為
め
に
貧
困
な
れ
ば
、
村
内
の
富
者
又
は
仕
事
の
あ
る
人
に

12 

紹
介
斡
旋
の
労
を
と
り
、
幼
児
あ
る
が
為
め
に
働
く
事
能
は
ざ
る
も
の
に
は
、
幼
児
保
育
の
道
を
周
旋
し
、
病
気
な
れ
ば
慰
安
を
与

へ
、
尚
進
ん
で
は
済
生
会
、
赤
十
字
療
養
所
、
慈
善
家
の
医
師
に
依
頼
方
を
周
旋
し
、
何
か
心
配
の
事
に
対
し
て
は
親
切
に
相
談
に

応
じ
て
や
り
、
：
：
：
又
怠
慢
に
し
て
貧
困
な
る
者
に
対
し
て
は
懇
篤
の
説
諭
を
加
ヘ
、
尚
説
諭
に
応
ぜ
ざ
れ
ば
漸
次
に
善
導
を
試

み
、
又
或
は
市
町
村
長
、
有
志
家
、
宗
教
家
、
警
察
官
、
其
の
他
の
官
憲
の
助
力
を
得
て
、
極
力
真
人
間
と
な
す
事
に
努
力
す
る
の

で
あ
る
」
、
と
。

以
上
の
よ
う
な
仕
事
を
担
う
済
世
顧
問
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
「
市
は
市
長
に
於
て
警
察
署
長
と
協
議
の
上
詮
考
し
た
も
の
に
対

し
知
事
之
を
嘱
託
し
、
郡
は
郡
長
に
於
て
町
村
長
及
関
係
あ
る
警
察
署
長
と
協
議
を
遂
げ
、
適
不
適
を
商
品
別
し
て
申
出
で
し
も
の
に

対
し
同
様
嘱
託
を
為
す
次
第
で
あ
る
」
。
そ
し
て
こ
の
人
選
の
み
な
ら
ず
、
「
済
世
顧
問
の
背
景
は
相
当
の
官
憲
が
付
属
し
て
熱
心
に

上
流
並
に
有
志
の
諸
君
が
援
助
を
与
ヘ
呉
る
ふ
筈
で
あ
る
か
ら
、
誠
心
誠
意
を
以
て
之
に
当
れ

ば
、
所
謂
社
会
共
進
の
原
動
力
、
世
直
し
の
神
と
し
て
尊
敬
を
払
は
れ
る
次
第
で
有
る
。
」

其
の
成
功
を
祈
り
、
地
方
の
富
豪
、

笠
井
は
こ
の
よ
う
に
官
吏
に
あ
ら
ざ
る
私
人
と
し
て
の
済
世
顧
問
と
郡
市
町
村
長
、
警
察
署
長
、
知
事
な
ど
の
官
吏
と
の
「
援
助

協
力
関
係
」
を
整
え
て
貧
困
対
策
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
公
私
関
係
論
こ
そ
私
は
今
日
の
民
生
委
員
制
度
の
な
か
に
明
瞭
に
影

響
を
残
す
笠
井
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
本
稿
の
結
論
部
で
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
指

摘
す
る
に
止
め
る
。
さ
て
、
彼
自
身
が
指
摘
し
て
い
た
貧
困
を
生
み
出
す
経
済
組
織
に
つ
い
て
は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。
笠
井

に
お
い
て
は
、
経
済
組
織
に
か
か
わ
る
改
革
す
な
わ
ち
社
会
主
義
は
明
確
に
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
済
世
顧
問
は
貧
困
対
策
と
と
も
に

社
会
主
義
対
策
と
い
う
面
も
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
世
の
形
勢
を
洞
察
す
る
に
思
想
は
漸
次
左
に
選
る
、
少
く
と



も
階
級
意
思
が
富
者
を
呪
ふ
如
き
状
勢
を
苧
ん
で
居
る
。
：
：
：
社
会
主
義
者
は
我
国
に
も
漸
次
増
加
す
る
の
み
な
ら
ず
根
底
も
深
く

な
る
様
に
観
察
せ
ら
る
。
此
の
暗
流
低
流
が
強
く
な
れ
ば
生
活
難
の
人
は
同
一
の
流
を
逐
ふ
で
あ
ら
う
。
富
者
た
る
者
の
最
も
心
す

べ
き
時
代
で
あ
る
。
」
資
本
主
義
と
い
う
現
行
経
済
秩
序
の
危
機
を
県
知
事
が
一
県
の
内
部
で
だ
が
新
制
度
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
、
こ
こ
に
は
内
務
官
僚
的
な
隠
然
た
る
力
に
よ
る
脅
迫
の
気
味
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
右
の

引
用
個
所
に
続
い
て
笠
井
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
防
貧
事
業
の
奉
仕
は
決
し
て
人
の
為
で
は
な
い
我
が
為
で
あ
る
。
能
く
此
の
辺

を
了
解
し
て
貰
っ
て
相
当
の
篤
志
者
に
依
嘱
し
一
人
で
も
救
ひ
上
ぐ
る
に
成
効
せ
ば
興
味
も
情
勢
も
加
は
る
で
あ
ら
う
、
人
を
待
つ

（泌）

て
行
ふ
事
業
は
実
は
此
の
義
が
常
に
難
義
で
あ
る
。
」

本
節
で
は
最
後
に
こ
の
笠
井
と
同
様
に
内
務
官
僚
と
し
て
貧
困
対
策
と
社
会
主
義
対
策
が
念
頭
に
あ
っ
た
後
藤
新
平
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。
彼
は
「
救
貧
行
政
官
僚
と
し
て
は
開
拓
的
立
場
に
あ
る
。
彼
は
：
：
：
資
本
家
が
労
働
者
を
酷
使
し
て
い
る
の
を
防

止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
主
義
の
予
防
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
破
壊
的
社
会
主
義
の
防
止
策
と
し
て
の
慈
善
救
済
と
い

（お）

う
理
念
は
彼
の
一
生
の
方
針
と
な
っ
た
」
と
今
日
評
さ
れ
て
い
る
が
、
方
面
委
員
二
周
年
記
念
会
の
席
上
で
後
藤
は
か
つ
て
日
清
戦

済世顧問制度と笠井信一

争
後
の
内
務
省
衛
生
局
長
時
代
に
伊
藤
博
文
に
対
し
て
「
神
仏
混
清
を
廃
め
て
国
粋
的
博
愛
施
設
の
基
礎
を
破
壊
し
世
道
人
心
を
危

か
し
む
る
の
禍
源
を
作
っ
た
と
云
ふ
こ
と
は
確
か
に
薩
長
政
府
と
し
て
施
政
の
方
針
を
誤
っ
た
一
大
罪
悪
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と
意

見
を
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
て
伊
藤
は
反
発
す
る
ど
こ
ろ
か
、
「
大
に
共
鳴
を
与
へ
ら
る
ふ
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
て
い
るか
つ
て
存
在
し
た
博
愛
施
設
を
国
家
が
破
壊
し
、

つ
ま
り
、

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
国
家
が
創
出
し
な
い
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て

ま
た
日
清
戦
争
に
勝
っ
た
と
は
い
え
、
国
民
に
戦
争
の
た
め
に
多
く
の
犠
牲
を
強
い
て
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
国
家
が
報
い
な
い

13 

こ
と
は
「
人
心
之
が
為
め
に
愈
々
危
き
に
陥
ら
し
む
る
基
を
為
し
て
居
る
、
其
の
影
響
は
早
晩
必
ら
ず
何
れ
か
の
辺
に
爆
発
を
見
る



（お）

に
至
る
べ
き
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
後
藤
は
憂
慮
し
て
い
た
わ
け
で
、

そ
し
て
と
く
に
日
清
戦
争
で
償
金
を
と
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、

14 
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こ
れ
こ
そ
国
家
的
慈
恵
施
設
の
創
立
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
、
後
藤
は
さ
ら
に
後
日
伊
藤
に
進
言
し
、

そ
の
了
解
を
得
て
い
た
。

n

－J
－J
 

争
J

争
J

1

L

そ
う
し
た
国
家
的
慈
恵
施
設
の
創
設
、

一
般
的
に
言
え
ば
「
此
の
社
会
救
済
の
仕
事
は
何
ん
と
か
し
て
之
を
西
洋
の
写
し

に
な
ら
な
い
や
う
に
、
権
利
義
務
の
上
か
ら
脅
迫
し
て
社
会
事
業
を
建
て
た
と
い
ふ
事
の
な
い
や
う
に
し
た
い
と
い
ふ
の
が
自
分
の

（ぬ）

初
一
念
で
あ
る
、
そ
れ
が
又
建
国
の
趣
旨
の
本
で
あ
る
と
ま
で
私
は
信
じ
て
居
る
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
日
清
戦
争
の
償
金

（

ω） 

は
そ
の
「
三
分
の
一
即
ち
三
千
万
円
を
第
一
に
帝
室
に
上
げ
る
が
よ
い
」
、
と
後
藤
は
伊
藤
に
対
し
て
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
我
が
帝
室
は
慈
善
の
源
で
あ
っ
て
西
洋
の
帝
室
の
慈
善
の
源
と
い
ふ
の
と
は
意
味
が
違
ふ
、
所
謂
義
は
君
臣
に
し
て

情
は
父
子
な
り
と
い
ふ
事
で
成
立
っ
て
居
る
、
帝
室
は
此
の
自
然
的
真
愛
の
源
泉
で
あ
っ
て
誠
に
父
子
の
情
誼
を
以
て
国
が
成
立
つ

て
居
る
の
だ
か
ら
何
う
し
て
も
特
に
此
点
に
注
意
を
払
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
、
そ
れ
で
此
の
御
初
穂
を
先
づ
帝
室
に
上
げ

て
、
更
に
帝
室
か
ら
詔
勅
を
付
け
て
之
を
御
下
賜
に
な
る
と
い
ふ
事
に
し
て
之
を
基
本
と
し
て
種
々
社
会
の
制
度
の
改
善
を
図
る
事

（叫）

に
せ
ら
れ
た
ら
よ
か
ろ
う
と
い
ふ
事
を
伊
藤
侯
に
述
べ
て
大
に
其
の
了
解
を
得
た
の
で
あ
る
。
」

こ
の
後
藤
新
平
の
0

フ
ラ
ン
は
結
局
「
画
餅
に
帰
」
す
の
だ
が
、
笠
井
信
一
と
比
較
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
後
藤
の
場
合
に
は
「
此

の
日
本
新
王
道
論
其
物
は
詰
り
国
家
社
会
主
義
な
の
で
あ
る
」
と
一
一
一
口
っ
て
い
る
所
か
ら
も
何
え
る
よ
う
に
、
天
皇
を
国
家
経
営
の
た

め
の
一
要
素
と
し
て
扱
う
国
家
理
性
を
備
え
た
国
家
官
僚
だ
っ
た
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
笠
井
の
場
合
、
済
世
顧
問
へ
の
動
機
と
い
う

こ
と
で
言
え
ば
、
あ
く
ま
で
感
覚
的
に
刻
印
さ
れ
た
天
皇
、
牧
民
官
、
民
が
中
心
に
あ
る
の
で
あ
り
、
感
覚
を
超
え
る
国
家
理
性
の

要
請
と
し
て
済
世
顧
問
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
済
世
顧
問
制
度
発
足
後
二
十
数
年
の
昭
和

十
六
年
に
し
て
、
次
の
よ
う
に
こ
の
制
度
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
笠
井
は
心
外
の
思
い
を
抱
く
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
済
世
顧

間
制
度
の
「
究
極
の
目
標
は
只
単
な
る
個
人
の
生
存
発
展
で
も
な
く
、
又
大
衆
の
幸
福
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
国
家



自
身
の
生
存
発
展
が
第
一
の
目
的
で
あ
り
、
高
度
国
防
国
家
の
建
設
が
あ
っ
て
、
即
ち
又
国
民
各
自
が
職
分
奉
公
に
資
す
る
所
以
の

も
の
で
あ
る
。
」

多
少
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
笠
井
は
天
皇
を
手
段
視
し
得
な
い
が
ゆ
え
に
、

ま
た
自
ら
の
恥
と
係
わ
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

笠
井
の
内
面
で
は
天
皇
と
結
び
つ
く
一
定
の
制
度
を
、
笠
井
の
外
部
つ
ま
り
岡
山
県
の
地
方
行
政
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
天
皇

の
名
を
出
す
こ
と
で
精
力
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
は
透
巡
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
先
に
も
示
唆
し
た
よ
う
に
、
こ
の
済
世
顧

問
と
い
う
新
制
度
を
県
民
に
初
め
て
公
表
す
る
際
、
天
皇
か
ら
の
御
下
問
の
件
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、

ま
た
大
正
五

年
十
一
月
の
岡
山
県
通
常
県
会
で
済
世
顧
問
制
度
実
施
の
た
め
の
予
算
た
る
慈
恵
救
済
費
が
審
議
さ
れ
た
際
に
も
そ
の
点
に
言
及
し

（必）

た
形
跡
が
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
う
し
た
雰
囲
気
は
、
ち
ょ
う
ど
二
年
前
の
大
正
三
年
十
一
月
の
同
じ
く
岡
山
県
通
常
県
会
の
開
会
の

辞
に
お
け
る
笠
井
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
笠
井
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。
「
初
メ
テ
諸
君
ト
一
堂
一
一
会
シ
テ

通
常
県
会
ヲ
開
キ
県
政
ヲ
語
ル
ノ
機
会
ヲ
得
マ
シ
タ
コ
ト
ハ
私
ノ
光
栄
ト
存
ス
ル
ト
コ
ロ
テ
コ
サ
イ
マ
ス
、
開
会
一
一
方
リ
テ
謹
ン
テ

一
言
ヲ
陳
ヘ
タ
イ
コ
ト
ハ
本
年

昭
憲
皇
太
后
崩
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
世
ハ
常
闇
ト
ナ
リ
吾
々
臣
民
ハ
閏
極
ノ
悲
痛
一
一
沈
ミ
マ
シ
夕
、
折

柄

今
上
陛
下
一
一
ハ
内
有
ヲ
開
キ
各
地
方
－
一
六
拾
万
円
ヲ
頒
賜
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
本
県
モ
亦
壱
万
四
百
円
ヲ
拝
受
仕
リ
マ
シ
夕
、
天
恩

済世顧問制度と笠井信一

優
渥
泊
一
一
恐
健
一
一
堪
へ
マ
セ
ヌ
、
五
口
々
臣
民
ハ
益
々
忠
勤
ヲ
抽
テ
皇
運
ノ
扶
翼
ヲ
全
フ
セ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
諒
一
二
言
ヲ
陳
ヘ
マ
シ

テ
忠
良
ナ
ル
臣
民
タ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
諸
君
ト
共
－
一
盟
フ
次
第
テ
コ
サ
イ
マ
ス
」
。

明
ら
か
に
笠
井
は
天
皇
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の
に
透
巡
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
恥
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、

（

U
）
 

あ
る
い
は
自
ら
の
行
為
へ
の
お
墨
付
き
と
し
て
は
天
皇
シ
ン
ボ
ル
を
使
う
こ
と
を
自
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
笠
井
が

（必）

済
世
顧
問
と
い
う
新
制
度
を
県
下
に
公
表
し
た
大
正
六
年
二
月
に
こ
の
新
制
度
へ
の
関
心
が
沸
き
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
失
望

（

ω） 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
せ
よ
県
会
に
せ
よ
、
あ
る

15 

と
安
堵
感
の
入
り
交
じ
っ
た
複
雑
な
心
理
状
態
に
笠
井
は
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。



い
は
後
述
の
よ
う
に
部
下
の
県
庁
職
員
た
ち
が
、
笠
井
の
打
ち
出
し
た
新
制
度
に
ほ
と
ん
ど
無
関
心
な
い
し
非
協
力
で
あ
っ
た
こ
と

近代日本研究

16 

は
、
笠
井
に
と
っ
て
地
方
改
良
上
の
成
果
を
挙
げ
る
と
い
う
点
で
は
た
し
か
に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
覚
悟
の
上
の

こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
笠
井
の
名
が
済
世
顧
問
と
の
関
連
で
知
事
在
職
中
に
地
元
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
登
場
す
る
こ
と
は
筆
者
の
見
る

限
り
皆
無
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
大
正
七
年
の
大
阪
府
方
面
委
員
発
足
に
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
大
阪
府
嘱
託
小
河
滋
次

郎
が
、
大
正
六
年
四
月
に
徳
宮
蘇
峰
、
生
江
孝
之
内
務
省
嘱
託
ら
と
共
に
岡
山
を
訪
れ
、
「
笠
井
式
救
済
機
関
」
を
視
察
し
た
際
に

も
、
地
元
新
聞
は
小
河
の
来
岡
の
真
の
目
的
を
察
知
し
て
お
ら
ず
、
「
岡
山
孤
児
院
記
念
会
｜
｜
創
立
満
三
十
年
」

へ
の
参
列
と
の

記
事
が
書
か
れ
る
の
み
だ
っ
た
。
済
世
顧
問
の
名
は
今
日
の
言
葉
で
言
う
な
ら
「
口
コ
ミ
」
で
し
か
広
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

実
際
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（1
）
守
屋
茂
「
笠
井
信
一
の
人
と
思
想
｜
｜
特
に
東
洋
的
伝
統
を
顧
み
て
｜
｜
」
、
『
龍
谷
大
学
論
集
』
（
龍
谷
学
会
編
）
、
第
制
・
則
合
併
号
（
昭
和
四
十
四
年
五
月
）
、

五
二
七
ペ
ー
ジ
。

（2
）
よ
り
詳
し
い
年
譜
は
岡
山
県
社
会
事
業
協
会
編
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
（
昭
和
十
一
年
）
四
五

O
l四
五
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

（3
）
笠
井
信
一
『
済
世
顧
問
制
度
之
精
神
』
（
岡
山
県
、
昭
和
十
四
年
）
序
一
ペ
ー
ジ
。
こ
の
「
本
書
の
由
来
」
は
、
そ
の
書
き
方
か
ら
し
て
、
本
文
と
時
期
的
に

は
ま
っ
た
く
別
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
は
「
防
合
研
究
」
の
題
の
下
で
執
筆
さ
れ
、
大
正
五
年
初
冬
に
脱
稿
し
た
も
の
だ
が
、

「
本
書
の
由
来
」
の
方
は
そ
の
「
防
貧
研
究
」
を
『
済
世
顧
問
制
度
之
精
神
』
と
の
題
で
昭
和
三
年
に
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
ペ
ー
ジ
数
が
打
た
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
区
別
の
た
め
、
「
本
書
の
由
来
」
の
場
合
に
は
序
何
ペ
ー
ジ
と
記
す
。
な
お
大
正
五
年
の
貧

民
調
査
に
つ
い
て
は
本
文
の
方
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
「
仮
り
に
郡
部
に
在
り
て
は
県
税
戸
数
割
、
賦
課
等
級
の
最
下
級
即
ち
一
ヶ
年
平
均
六
銭
を
負
担
す

る
も
の
及
び
岡
山
市
に
於
て
は
家
賃
一
ヶ
月
一
円
三
十
銭
以
下
の
借
家
に
居
住
す
る
者
を
調
査
し
た
る
に
、
戸
数
二
万
九
十
九
戸
、
人
口
十
万
三
千
七
百
十
人
と
云

ふ
驚
く
べ
き
数
を
発
見
し
た
。
」
（
一
ペ
ー
ジ
）
ま
た
こ
の
貧
民
調
査
の
よ
り
詳
し
い
デ
ー
タ
は
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
四
三
一
1

四
三
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

（4
）
『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
年
）
三
九

0
ペ
ー
ジ
。

（5
）
同
右
。
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
二
日
の
模
様
の
全
文
を
参
考
の
た
め
に
引
用
し
て
お
く
。
「
二
十
二
日
午
時
千
種
の
聞
に
出
御
、
地
方
長
官
会
議
に
列
席
の

た
め
上
京
せ
る
京
都
府
知
事
大
森
鐘
一
以
下
各
地
方
長
官
四
十
七
人
を
召
し
て
震
餐
に
陪
せ
し
め
た
ま
ふ
、
邦
彦
王
・
恒
久
王
及
び
内
務
大
臣
・
宮
内
大
臣
・
侍
従
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長
・
侍
従
武
官
長
・
内
務
次
官
・
警
視
総
監
等
亦
之
れ
に
陪
ず
、
尋
い
で
二
十
五
日
侍
従
長
を
し
て
北
海
道
庁
長
官
河
島
醇
・
千
葉
県
知
事
有
士
口
忠
一
・
茨
城
県
知

事
坂
仲
輔
・
山
梨
県
知
事
熊
谷
喜
一
郎
・
滋
賀
県
知
事
川
島
純
幹
・
岩
手
県
知
事
笠
井
信
一
・
青
森
県
知
事
武
田
千
代
三
郎
・
沖
縄
県
知
事
日
比
重
明
の
八
人
に
御

下
問
の
事
項
を
伝
へ
し
め
た
ま
ふ
、
純
幹
・
信
一
・
重
明
の
三
人
は
即
日
奉
答
書
を
上
り
、
白
余
五
人
は
明
日
上
書
奉
答
す
、
」
（
向
。
）
『
大
正
天
皇
紀
』
は
未
刊
で

あ
る
が
、
大
正
五
年
五
月
十
八
日
の
地
方
長
官
御
陪
食
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
新
聞
で
は
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
天
皇
陛
下
に
は
十
八
日
正
午
宮
中

千
種
間
の
午
餐
に
久
週
宮
邦
彦
王
東
久
調
官
稔
彦
王
両
殿
下
を
御
召
の
上
地
方
長
官
に
御
陪
食
仰
付
ら
れ
た
り
」
（
東
京
朝
日
新
聞
、
大
正
五
年
五
月
十
九
日
）
。

（6
）
笠
井
、
前
掲
書
、
三
ペ
ー
ジ
。
「
御
嘉
納
」
と
は
文
字
通
り
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
喜
ん
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
も
の
は
作
れ
な
か
っ
た

と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
奉
答
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
解
釈
で
あ
る
。

（7
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
一

0
ペ
ー
ジ
。

（8
）
守
屋
茂
「
笠
井
信
一
の
人
と
思
想
」
、
前
掲
誌
．
五
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。
な
お
守
屋
に
は
『
近
代
岡
山
県
社
会
事
業
史
』
（
岡
山
県
社
会
事
業
史
刊
行
会
、
昭
和
三
五

年
）
や
『
日
本
社
会
福
祉
思
想
史
の
研
究
』
（
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
六
十
年
）
な
ど
の
関
連
著
作
が
あ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（9
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
叩
）
済
世
顧
問
設
置
規
程

第
一
条
済
世
顧
問
ハ
県
下
市
町
村
ノ
防
貧
事
業
ヲ
遂
行
シ
個
人
並
社
会
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条
済
世
顧
問
ノ
防
貧
方
法
ハ
精
神
上
ノ
感
化
、
物
質
上
ノ
斡
旋
等
ニ
依
リ
現
在
及
将
来
ニ
於
ケ
ル
貧
困
ノ
原
因
ヲ
消
滅
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
条
済
世
顧
問
ノ
員
数
ハ
市
ニ
在
リ
テ
ハ
十
五
名
、
町
村
ニ
在
リ
テ
ハ
一
名
ト
ス
但
シ
区
域
ノ
広
狭
ト
事
業
ト
ニ
因
リ
其
ノ
員
数
ヲ
増
加
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

シ
第
四
条
済
世
顧
問
ハ
郡
市
長
ノ
推
薦
－
一
依
リ
知
事
之
ヲ
嘱
託
ス

郡
市
長
前
項
ノ
推
薦
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
第
五
条
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
者
ノ
内
ヨ
リ
関
係
警
察
署
長
及
町
村
長
ト
協
議
詮
衡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
条
済
世
顧
問
ニ
推
薦
セ
ラ
ル
ヘ
キ
者
ハ
左
ノ
資
格
ヲ
具
備
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

一
、
人
格
正
シ
キ
モ
ノ

二
、
身
体
健
全
ナ
ル
モ
ノ

コ
一
、
常
識
ニ
宮
メ
ル
モ
ノ

四
、
慈
善
同
情
心
ニ
富
メ
ル
モ
ノ

五
、
市
町
村
内
中
等
以
上
ノ
生
活
ヲ
営
ミ
少
ク
ト
モ
俸
給
ヲ
以
テ
衣
食
ノ
資
ニ
供
セ
サ
ル
モ
ノ

六
、
忠
実
勤
勉
其
ノ
職
務
ニ
尽
ス
ヘ
キ
モ
ノ
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表1

岡山県 農産物価額 工産物価額 生産総価額

明治42年 31, 682, 315 35, 194, 764 76, 284, 980 

43年 34, 080, 768 37, 045, 842 81, 136, 280 

44年 43, 832, 865 42, 573, 555 95, 855, 769 

大正元年 50, 359, 136 49, 651, 062 110, 545, 117 

2年 50, 799, 289 52, 407, 352 114, 584, 273 

3年 36, 902, 883 45, 203, 223 92, 732, 292 

4年 33, 060, 058 44, 589, 390 93, 047, 281 

5年 45, 601, 992 65, 029, 973 139, 031, 507 

6年 臼 559…羽38671…389 
7年 96, 6侃 0661152, 6は 229280, 817, 054 

近代日本研究

13 12 11 
（単位は円）

純国内生産

7, 475, 000, 000 

7, 559, 000, 000 

7, 895, 000, 000 

8, 097, 000, 000 

8, 171, 000, 000 

7, 879, 000, 000 

8, 609, 000, 000 

9, 961, 000, 000 

10, 302, 000, 000 

10, 391, 000, 000 

白第第
笠『円七六
山右
苅陽、条条

前哲三済済
掲』目 7世世
書－－！－占顧顧
主コ間切
二ミ乏で名其
1 士人誉ノ
ジ百九ノ職

~ ＇－－＇職務
原工 トヲ

泰 L ナ執
一日 シ行

去何号2
面 優ニ
事 遇当
業 スリ

農産物価額，工産物価額，生産総価額は大正2年までは大正2年岡山県」 相

統計書123ページの第150表より，大正3年以降は大正7年岡山県統計書草 品
202ページの第179表より。純国内生産（Net Domestic Product at善 ~ 

Market Prices）は大川一司編「国民所得（長期経済統計 1）」東洋経済再 議
新報社（昭和49年） 225ページの第23表より。 四 ヲ

記 保
表2 十さ

l米の収穫高｜米 価
岡山県｜ ！ 

I C単位は石）｜（単位は銭）

明治42年｜ L 629, 119 I 1323 

43年 IL 426, 201 I 1369 

44年 IL 604, 901 I 1826 

大正元年｜ L 492, 843 I 2188 

2年 IL 672, goo I 2226 
3年 IL 727, 734 I 1556 

4年 IL 401. 622 I 1271 

5年 IL 839, 457 I 1370 

6年 IL 685, 163 I 1960 

7年 I L 520, 915可 3382

10年間＇f-均｜ L 600, 086 I 1847. 1 

米の収穫高は大正7年岡山県統計書

208ページの第188表より。ただし＊印を

付けた大正7年については疑問がある。

米価は渡辺頼母編「米相場虎の巻」（昭

和10年）， 4-7ページより。

ノ、 t

年安
）ア
、 ノレ

五ト
三キ
I 関
ジ係
以官
下公
な署
どノ
参助
照力
。ヲ
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済世~問制度と笹井信一

表3

｜ 耕地而杭
岡山県｜

I U¥'i.位は町・反）

明治42年 I 121L 005. 3 
」ーーーー一一一一一一一一 I 

43年 I 124, 823. 6 

44年 I 125, 739. 1 

大正元年 I 125, 482. 6 

2年 I 125, 830. 4 

3 :ft=- I 125, 779. 6 

4年 I 125, 514. 9 

5年 I 125, 587. 6 

6主ド I 125, 712. 2 

7年 I 125, 275. 3 

10年間平均｜ 125, 375. 06 

大正2年までは大正2年岡山

県統計書124ページの第151表よ

り，大正3年以降は大正7年岡

山県統計書202ページの第180表

土り。

表4

岡山県 農業戸数 全県戸数 農業人口 全県人口

明治42年 158, 767 241, 394 785, 259 1, 230, 410 

43年 158, 239 246, 614 815, 648 l, 236, 735 

44年 154, 997 242, 845 819, 470 l, 246, 776 

大正元年 154, 892 243, 147 822, 021 1, 249, 848 

2年 156, 291 244, 266 835, 329 l, 255, 935 

3年 156, 697 245,064 837, 821 l, 265, 133 

4年 155, 347 246, 528 839, 252 l, 271, 225 

5年 154, 568 247, 464 839, 309 l, 277, 087 

6年 154, 329 247, 922 841, 122 l, 287, 168 

7年 155, 086 252, 052 820, 019 l, 279, 986 

10年間平均 155, 921. 3 245, 729. 6 825, 525 1, 260, 030. 3 

大正2年までの農業戸数人口は大正2年岡山県統計書53ページの第

39表より，同じく全県戸数人口は同書39ページの第33表より，大正3

年以降の農業戸数と全県戸数は大正7年岡山県統計書75ページの第41

表より，同じく農業人口と全県人口は同書77ページの第42表より。

大
正
二
年
と
大
正
七
年
の
二
つ
の
年
の
岡
山
県
統
計
書
か
ら
作
成
し
た
明
治
四
十
二
年
（
一
九

O
九
）
か
ら
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
ま
で
の
十
年
間
の
農
産
物
価

額
、
工
産
物
価
額
お
よ
び
生
産
総
価
額
の
一
覧
表
に
純
国
内
生
産
高
を
付
記
し
た
も
の
が
表
ー
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
ま
ず
大
正
三
年
に
岡
山
県
の
生
産
総
価

額
が
前
年
の
八
割
ほ
ど
に
落
ち
て
い
る
点
が
目
に
つ
く
が
、
農
産
物
と
工
産
物
の
生
産
価
額
の
比
較
と
い
う
点
で
は
大
正
二
年
ま
で
は
両
者
は
ほ
ぼ
桔
抗
の
状
態
に

あ
り
、
大
正
三
年
か
ら
は
工
産
物
の
方
が
農
産
物
を
凌
碍
し
、
大
正
三
年
か
ら
同
七
年
ま
で
の
五
ヵ
年
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
農
産
物
価
額
を
一
と
す
れ
ば
、
工
産
物

価
額
は
一
・
二
こ
か
ら
一
・
六
五
の
聞
を
示
す
に
至
っ
た
。
生
産
物
価
額
の
伸
び
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
．
こ
の
十
年
間
に
工
産
物
は
四
・
三
四
倍
、
農
産
物
は
三
・

0
五
倍
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
こ
う
し
た
仲
び
率
は
単
純
な
生
産
量
の
仲
び
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
岡
山
県
の
農
産
物
の
中
心
で
あ
る
米
の
収
穫
高
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と
米
価
こ
石
）
の
変
動
を
表
に
し
た
表
2
を
見
る
と
．
こ
の
期
間
に
米
の
増
産
は
な
く
．
物
価
が
二
倍
か
ら
三
倍
に
上
昇
し
た
と
観
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
表
3
の
岡
山
県
全
体
の
耕
地
面
積
、
表
4
の
農
業
戸
数
人
口
、
全
県
戸
数
人
口
か
ら
し
て
も
．
こ
の
期
間
を
通
し
て
岡
山
県
の
農
業
は
ほ
ぼ
同
一
規
模
で
営
ま

れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

（
日
）
上
山
春
平
『
天
皇
制
の
深
層
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
Y
u
m
ベ
l
ジ
。

（
日
）
平
井
啓
之
「
現
天
皇
と
民
族
の
倫
理
」
、
わ
だ
つ
み
会
編
『
天
皇
制
を
聞
い
つ
づ
け
る
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
）
、
九
三
ペ
ー
ジ
。

（
時
）
同
右
。

（
口
）
平
井
啓
之
は
一
九
七
二
年
グ
ア
ム
島
か
ら
帰
還
し
た
横
井
庄
一
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
「
：
：
：
私
は
天
皇
陛
下
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
小
銃
は
ち
ゃ

ん
と
持
っ
て
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
陛
下
さ
ま
に
そ
れ
は
お
返
し
申
し
上
げ
ま
す
。
陛
下
さ
ま
に
対
し
て
は
、
私
は
十
二
分
に
ご
奉
公
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、

私
と
し
て
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
に
（
同
右
、
八
二
ペ
ー
ジ
。
）

（
出
）
升
味
準
之
助
は
そ
の
『
日
本
政
党
史
論
』
第
四
巻
の
な
か
で
「
帝
大
官
僚
は
：
：
：
法
学
部
を
卒
業
し
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
、
行
政
の
実
務
に
た
ず
さ
わ
る

専
門
化
し
た
官
僚
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
天
皇
の
官
吏
と
し
て
民
を
牧
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
行
政
の
実
務
に
腕
時
し

な
い
政
治
家
的
行
政
官
で
あ
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
抱
負
で
あ
り
斡
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
・
：
：
第
一
次
大
戦
後
、
彼
ら
が
あ
ま
り
に
牧
民
官
的
で
あ
っ
て
専

門
知
識
に
乏
し
い
こ
と
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
行
政
に
つ
い
て
の
専
門
的
研
究
の
お
こ
な
わ
れ
る
風
潮
が
一
部
に
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
東
大

出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
二
ハ
六
1

二
ハ
七
ペ
ー
ジ
。
）
升
味
の
指
摘
に
従
う
と
笠
井
が
特
異
な
内
務
官
僚
で
あ
る
と
は
ま
っ
た
く
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
し

か
し
守
屋
茂
が
言
う
よ
う
に
「
も
と
よ
り
他
府
県
の
知
事
に
も
同
様
の
御
下
聞
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
（
「
笠
井
信
一
の
人
と
思
想
」
、
前
掲
誌
、
王
三

0
ペ
ー

ジ
）
の
で
あ
り
、
や
は
り
笠
井
の
行
動
様
式
は
例
外
的
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
叩
）
笠
井
、
前
掲
書
、
序
一
ペ
ー
ジ
。

（
却
）
笠
井
信
一
「
済
生
顧
問
の
施
設
に
就
て
」
、
『
救
済
研
究
』
第
五
巻
第
五
号
（
大
正
六
年
）
、
五
一
七
ペ
ー
ジ
。

（剖）

K
・
マ
ル
グ
ス
、
城
塚
・
田
中
訳
『
経
済
学
・
哲
学
草
稿
』
（
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
九
年
）
、
九

0
ペ
ー
ジ
＠

（
幻
）
笠
井
「
済
生
顧
問
の
施
設
に
就
て
」
、
前
掲
誌
、
五
て
八
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
同
右
、
五
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
出
）
笠
井
、
前
掲
書
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
同
右
、
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
部
）
同
右
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
釘
）
同
右
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
．

20 



済世顧問制度と笠井信一

48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34, 33 32 31 30 29 28 世）五月）山）））））））））））））））））））顧年六県
E 自；；：： ~~~~u~~~2思議長居罪居望号等号
己努コ宮主主県県雪。二。二二二二草去三戸 五五長一

て害つ議た太会済岡 0 000  0 「事五掲 二一生Z五
は 制二び郎史世山 五 四五四四祝業ベ書 四九顧八
－＠度回成がみ震県 Q 九一八九辞大） 、 ベ｜問ぺ
日ム倉Jj方っ日Em ーに ベ ベペヘへ、子ユ／二 l 五の I
も年設面たる属干於 I I I I I 『．。四 ジ二施ジ

官二言言2＠~年 2 え てえええ書芸 よ ．三宮．
らヨ機総ろ三照喜五 研制五 l就
れ工」会で年目、人 究度ベ ジて
て；つに言の吋一組 』研 l ・」、
ハニ於わ地昭四制 第究

区話占けば方和｜度 八会
、m ~·る団長占ー」、 巻編 時

五了当顧官白七『 第『 円
説 J 時的会｛＋：ベ隣 一日
こ乙のに議 01 組 二本 一
「貴天の、ジの 号の 一
笠参

立時屋号堅三震度 芙芸 ？ 量 議ンエ六。』 正制 3・
の員ポピ｜宙 九度
笠ノレソ一円 年』

型｜ 井に l 六
‘勤~ 信言ド七 冊
一草ー及もベ 州 O 書

氏す参 l 出 回房
のる照ジ 主 ノ1、
加講こ。。玄 ベー
演とま弓
日」 iヱヒ m

l 九
L〆ノ、

誌 で勿『詣 ・o
であ論岡十 年
はる積山ム て
極県♀

二詩的関 y 九

十世に話人 支
六顧 t.r. 度八 I 
日聞きー I 

制れー ｜ 三
十人

型｜塁三年九
宮益五』 I 

な二号三ヤ
か岡三四
で山手ー
笠県竺 ｜ 
井学ぶ三
が務乍四
言部「二
及社大べ
し会正 I 
て課十ジ
い、三の
た昭年元
済和十岡
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（
却
）
済
世
顧
問
制
度
発
足
四
年
目
の
大
正
九
年
に
お
い
て
す
ら
次
の
よ
う
な
質
疑
が
県
会
に
お
い
て
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
県
下
に
お
け
る
済
世
顧
問
活
動
の
パ
プ
リ

ッ
シ
テ
ィ
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
議
員
か
ら
の
質
問
は
「
此
済
世
顧
問
ヲ
設
ケ
ラ
レ
マ
ス
ニ
つ
或
一
定
ノ
標
準
ガ
ア
ツ
テ
、
御
設
ケ
ニ
ナ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
、

何
デ
モ
マ
ア
作
州
東
部
ノ
方
ニ
於
キ
マ
ス
ル
ト
、
済
世
顧
問
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
人
ハ
少
イ
ヨ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
又
其
人
ノ
活
動
シ
テ
居
ル
コ
ト
モ
一
向
耳
－
一
シ

マ
セ
ヌ
ガ
、
是
ハ
御
置
キ
ニ
ナ
ル
ナ
ラ
パ
、
モ
ウ
少
シ
人
数
ヲ
増
シ
タ
ラ
ド
ウ
ウ
カ
ト
本
員
ハ
考
ヘ
マ
ス
、
ソ
レ
ト
又
県
下
ニ
於
テ
済
世
顧
問
ト
シ
テ
活
動
セ
ラ
レ

マ
シ
タ
著
シ
イ
効
果
ノ
有
リ
マ
シ
タ
郡
ガ
ア
リ
マ
ス
ナ
ラ
パ
、
一
二
デ
宜
シ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
デ
、
概
要
ヲ
御
知
ラ
セ
下
サ
リ
マ
ス
レ
パ
宜
シ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
て
理
事
官
二
一
樹
樹
コ
一
は
設
置
規
程
を
説
明
し
、
活
動
の
現
況
と
し
て
は
本
稿
次
節
で
も
取
り
上
げ
る
御
津
郡
馬
屋
上
村
の
藤
井
静
一
ら
の
努
力
を

紹
介
し
、
「
中
ニ
ハ
活
動
ト
云
フ
点
ニ
於
テ
、
或
ハ
鈍
イ
ト
認
メ
ラ
レ
ル
ヤ
ウ
ナ
方
モ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ガ
、
一
体
カ
ラ
見
マ
ス
ル
ト
ソ
レ
／
1
1
済
世
顧
問
ヲ
匠

カ
レ
タ
所
ノ
趣
旨
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
体
得
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
活
動
セ
ラ
レ
テ
居
ル
コ
ト
ヲ
私
共
認
メ
テ
、
非
常
－
一
感
謝
致
シ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
答
え
て
レ

た
。
（
大
正
九
年
通
常
岡
山
県
会
会
議
録
、
九
七
｜
九
九
ペ
ー
ジ
。
）

（
印
）
地
元
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
、
「
中
央
報
徳
会
の
機
関
誌
と
い
う
よ
り
は
、
地
方
改
良
運
動
の
普
及
・
宣
伝
誌
」
（
佐
々
木
豊
「
地
方
政
良
運
動
と
町
村

是
調
査
ヘ
神
谷
監
修
前
掲
書
、
第
一
巻
、
四
五
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
『
斯
民
』
に
岡
山
県
済
世
顧
問
は
紹
介
さ
れ
ず
、
ま
た
岡
山
県
知
事
在
任
中
の
大
正
七
年
一
月

に
笠
井
が
同
誌
（
第
一
一
二
編
第
一
号
）
に
唯
一
執
筆
し
た
際
に
も
、
済
世
顧
問
と
い
う
新
制
度
の
存
在
を
に
お
わ
せ
る
書
き
方
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
日
）
小
河
滋
次
郎
「
岡
山
よ
り
｜
｜
笠
井
式
救
済
機
関
に
就
て
」
、
『
救
済
研
究
』
第
五
巻
第
五
号
（
大
正
六
年
五
月
）
、
五
六

O
l五
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
臼
）
『
山
陽
新
報
』
大
正
六
年
四
月
二
十
四
日
付
。
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一一一、

事
業
と
し
て
の
済
世
顧
問
制
度

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
岡
山
県
社
会
事
業
協
会
か
ら
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
（
一

九
一
七
）
を
済
世
制
度
元
年
と
す
れ
ば
、
昭
和
十
一
年
は
二
十
年
目
に
当
る
わ
け
で
、
済
世
顧
問
誕
生
の
事
情
か
ら
運
用
の
実
際
さ

ら
に
新
た
な
済
世
委
員
制
度
の
発
足
そ
し
て
県
当
局
者
や
済
世
顧
問
、
済
世
委
只
の
関
係
者
ら
の
証
言
や
種
々
の
統
計
な
ど
、
今
日

か
ら
見
て
貴
前
一
一
な
資
料
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
本
節
は
こ
の
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
を
通
し
て
、
笠
井

信
一
の
思
想
が
投
入
さ
れ
た
場
た
る
岡
山
の
若
干
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。



同
書
は
済
世
顧
問
制
度
の
創
設
と
題
す
る
第
一
一
編
第
一
章
で
「
大
正
七
年
の
米
騒
動
に
因
る
一
般
的
社
会
事
業
勃
興
の
具
体
的
契

機
に
先
ん
ず
る
こ
と
二
年
」
の
出
来
事
と
し
て
、
笠
井
に
お
け
る
御
下
聞
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

つ
ま
り
、
済
世
顧
問
は
米
騒
動
の

よ
う
な
社
会
的
事
件
を
契
機
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
こ
の
こ
と
は
岡
山
県
知
事
の
発
案
に

な
る
一
制
度
が
岡
山
県
に
お
け
る
社
会
事
業
と
は
無
関
係
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
済
世
顧
問
に
推
さ
れ
る

以
前
か
ら
、
笠
井
が
期
待
す
る
よ
う
な
活
動
を
既
に
自
発
的
に
行
な
っ
て
い
た
人
た
ち
に
笠
井
は
白
羽
の
矢
を
立
て
て
、
済
世
顧
問

に
推
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

大
正
七
年
末
か
ら
同
十
一
年
半
ば
ま
で
岡
山
県
庁
に
勤
め
、
社
会
課
長
を
歴
任
し
た
三
樹
樹
三
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
馬
屋
上
村
の
藤
井
（
静
一
）
氏
は
安
部
倉
部
落
に
於
て
実
行
さ
れ
て
居
っ
た
共
済
事
業
を
全
村
に
拡
張
し
て
、
馬
屋
上
村

共
同
済
世
社
を
設
立
さ
れ
た
。
鳥
取
上
村
の
山
本
（
徳
一
）
氏
は
学
校
医
の
立
場
か
ら
母
の
会
を
起
し
て
、
児
童
保
育
方
法
の
指
導
を

試
み
て
居
ら
れ
た
の
を
、
更
に
徹
底
的
に
小
児
保
護
事
業
を
行
ふ
為
、
鳥
取
上
村
小
児
保
護
協
会
を
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
更
に

堺
村
の
三
浦
（
伊
助
）
氏
は
多
年
の
宿
願
、
を
堺
村
済
世
禁
酒
会
に
依
っ
て
達
せ
ら
れ
、
小
田
郡
の
高
橋
（
慈
本
）
氏
、
渡
辺
（
元
一
）
氏
等
は

悲
眼
院
の
救
療
事
業
を
拡
大
強
化
せ
ら
れ
、

上
斉
原
村
の
藤
木
（
勇
治
郎
）
氏
は
勤
倹
奨
励
に
一
層
馬
力
を
加
へ
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。

済世顧問制度と笠井信一

斯
様
に
数
へ
あ
げ
れ
ば
際
根
の
な
い
話
で
あ
る
が
、
此
等
の
諸
氏
の
事
業
の
成
果
が
次
々
と
追
随
者
を
生
じ
て
、
各
組
事
楽
腫
を
接

し
て
起
り
、
絢
欄
た
る
岡
山
県
社
会
事
業
の
華
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
固
よ
り
古
く
か
ら
社
会
事
業
の
芽
生
え
て
居
る
土
地
柄
で

あ
り
、
社
会
改
善
に
関
す
る
熱
意
の
強
き
諸
氏
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
仮
令
済
世
顧
問
制
度
が
布
か
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
或
る

程
度
の
事
業
の
起
っ
た
こ
と
に
間
違
ひ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
済
世
顧
問
制
度
が
布
か
れ
、
長
官
自
ら
大
に
馬
力
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
、
此
等
の
事
業
の
進
展
に
ど
れ
程
力
が
あ
っ
た
か
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
」

少
な
く
と
も
社
会
事
業
へ
の
志
の
あ
る
人
物
を
期
待
し
て
い
る
以
上
、
顧
問
に
つ
い
て
は
則
閥
主
義
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
す
な
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わ
ち
、
「
済
世
顧
問
の
嘱
託
は
一
村
其
の
人
を
得
、

一
町
其
の
士
の
存
す
る
に
よ
り
て
嘱
託
し
、
決
し
て
県
下
一
斉
に
嘱
託
を
為
す

こ
と
は
出
来
な
い
。
勿
論
県
下
一
般
を
通
じ
て
本
制
度
の
活
動
を
見
る
は
望
ん
で
止
ま
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
今
日
に
於
て
一
郷
一
村

24 

の
衆
望
を
荷
ひ
、
時
代
を
洞
察
す
る
の
明
を
有
し
且
常
に
貧
者
の
良
友
、
師
父
た
る
の
余
裕
を
存
す
る
人
士
は
決
し
て
求
む
る
に
従

っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
組
織
を
重
ん
ず
る
の
結
果
其
の
人
に
非
ず
し
て
其
の
職
に
就
か
ん
か
、
却
っ
て
本
制
度
の
尊

厳
を
冒
漬
し
、
其
の
進
展
を
阻
害
す
る
に
至
る
は
火
を
賭
る
よ
り
明
か
な
る
」
と
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
は
記
し
て
い
る
。

つ
ま
り
そ
も
そ
も
組
織
的
成
果
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
国
策
た
る
地
方
改
良
事
業
と
し
て
は
済
世
顧

問
は
ま
こ
と
に
不
十
分
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、

い
か
に
不
十
分
だ
っ
た
と
は
い
え
、
笠
井
に
お
い
て
方
針
変
更
を
自
ら
に
強

い
る
理
由
は
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
笠
井
は
前
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
天
皇
に
対
す
る
人
格
的
責
任
の
も
と
に
済
世
顧

間
制
度
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
制
度
は
ま
さ
し
く
一
人
一
人
の
人
格
に
よ
っ
て
の
み
担
わ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、

組
織
的
対
応
な
い
し
強
制
的
実
施
な
ど
は
む
し
ろ
禁
忌
に
近
い
こ
と
が
ら
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
、
事
業
と
し
て
は
笠
井
の
心
情
と
は
う
ら
は
ら
に
、
組
織
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
済
世
顧
問
の
仕
事

つ
ま
り
救
貧
と
は
「
到
底
恢
復
の
見
込
な
く
永
続
的
に
救
助
を
要
す
る
者
に
生
活
資
料
を

恵
与
す
る
が
如
き
も
の
に
し
て
、
此
等
に
対
し
て
は
当
然
公
共
体
其
の
他
に
於
て
其
の
救
済
の
方
法
を
講
ず
る
」
も
の
で
あ
り
、
こ

は
救
貧
で
は
な
く
、
防
貧
で
は
あ
っ
た
。

れ
に
対
し
て
防
貧
と
は
「
未
だ
其
の
極
に
達
せ
ず
、
各
種
の
障
害
に
阻
ま
れ
て
其
の
機
能
を
充
分
発
揮
し
能
は
ざ
る
者
に
保
護
を

（

6
）

（

7
）
 

与
ふ
る
」
、
言
い
換
え
れ
ば
「
自
ら
働
き
て
自
ら
支
へ
し
む
る
」
仕
事
｜
｜
「
共
同
相
扶
」
な
い
し
自
助
へ
の
援
助
ー
ー
な
の
だ
か

ら、

一
対
一
の
配
慮
が
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
組
織
的
な
や
り
方
は
む
し
ろ
不
向
き
の
は
ず
で
あ
る
が
、

し
か
し
防
貧
を
「
徹
底
せ

し
む
る
為
に
は
、
市
町
村
内
の
貧
困
者
の
調
査
を
綿
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
社
会
測
量
の
技
師
に
は
何
も
済
世
顧
問

の
様
な
厳
格
な
資
格
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
数
多
く
の
骨
惜
し
み
を
し
な
い
活
動
家
が
欲
し
い
の
だ
。
：
：
：
是
が
大
正
十



年
、
新
に
済
世
委
員
制
度
を
設
置
せ
ら
る
斗
に
至
っ
た
所
以
で
あ
り
、
之
に
依
っ
て
済
世
顧
問
制
度
と
相
侯
っ
て
防
貧
施
設
の
完
備

を
期
せ
ん
と
庶
幾
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
大
正
十
一
年
の
段
階
で
、
済
世
顧
問
二
ハ
九
名
、
済
世
委
員
二
三
九
八
名
で
あ
っ
た
。

笠
井
は
大
正
八
年
四
月
に
は
北
海
道
庁
長
官
と
し
て
岡
山
を
去
っ
て
お
り
、
済
世
委
員
制
度
は
笠
井
の
手
か
ら
離
れ
た
所
で
創
設

さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
済
世
顧
問
と
済
世
委
員
は
済
世
制
度
と
共
に
称
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
存
在
し
た
。
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十

年
史
』
が
編
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
県
の
社
会
事
業
主
事
補
と
し
て
済
世
制
度
に
か
か
わ
っ
た
大
森
次
郎
は
、
済
世
顧
問
と
済
世

委
員
と
の
「
関
係
に
つ
き
で
は
従
来
屡
々
議
論
の
種
と
な
っ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
か
ら
多
少
当
時
の
消
息
を
述
べ
て
置
き
た
い
と
思

（

m） ふ
」
と
語
っ
て
い
た
。
大
森
は
「
外
観
上
は
純
然
た
る
こ
制
度
で
あ
る
が
、
：
：
：
二
制
度
の
併
用
人
と
組
織
と
の
妙
合
に
よ
っ
て
完

（日）

全
無
欠
な
る
済
世
制
度
は
出
来
上
っ
た
」
と
述
べ
な
が
ら
、

一
方
で
「
顧
問
制
度
の
運
営
未
だ
全
か
ら
ざ
る
に
笠
井
知
事
遠
く
北
海

道
に
転
ぜ
ら
れ
、
委
員
制
度
成
っ
て
半
歳
既
に
三
樹
社
会
課
長
北
信
長
野
の
地
に
去
る
。
今
日
我
が
済
世
制
度
が
本
邦
最
古
最
大
の

委
員
制
度
た
る
名
誉
を
担
ひ
な
が
ら
其
の
活
動
に
於
て
兎
角
の
批
評
を
受
く
る
所
以
は
、
蓋
し
幼
齢
早
く
も
産
み
の
親
の
手
を
放
れ

爾
後
の
運
営
区
々
と
し
て
一
貫
す
る
所
が
な
か
っ
た
為
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

済世顧問制度と笠井信一

こ
こ
で
「
我
が
済
世
制
度
が
本
邦
最
古
最
大
の
委
員
制
度
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
先
に
も
若
干
触
れ
た
大
正
七
年
大
阪
府
に
誕

生
し
、
以
後
全
固
化
し
て
い
っ
た
方
面
委
員
制
度
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
わ
け
で
、
大
阪
に
生
ま
れ
た
方
面
委
員
の
岡
山
版
た
る
済

世
委
員
を
加
え
た
岡
山
県
済
世
制
度
が
「
兎
角
の
批
評
を
受
く
る
」

の
は
、
大
森
に
よ
れ
ば
、
人
事
の
不
当
さ
に
原
因
が
あ
っ
た
。

だ
が
笠
井
知
事
の
場
合
だ
け
で
言
え
ば
、
彼
の
在
任
期
間
の
五
カ
年
は
戦
前
の
岡
山
県
知
事
の
う
ち
で
最
長
で
あ
り
、
笠
井
の
前
任

者
た
る
湯
浅
倉
平
は
一
年
、
後
任
の
香
川
輝
は
三
年
で
あ
り
、
昭
和
初
期
は
五
人
の
知
事
が
い
ず
れ
も
一
年
前
後
で
入
れ
替
っ
て
い

っ
た
。
官
僚
の
政
党
化
が
進
む
な
か
、
内
務
省
の
役
人
の
任
期
の
短
か
さ
は
自
他
共
に
与
件
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
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ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
問
題
は
む
し
ろ
制
度
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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岡
山
県
属
だ
っ
た
花
土
文
太
郎
は
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
花
土
は
言
う
。
当
時
の
済
世
顧
問
の
事
務
取
扱
い
は

た
だ
任
命
の
辞
令
だ
け
は
官
房
か
ら
出
し
て
い
た
の
だ
が
、
「
こ
の
顧
問
の
推
選
を
受
け
た
連
中
が
、
是

26 

専
ら
地
方
課
で
行
な
い
、

亦
有
難
迷
惑
を
考
へ
て
一
向
に
活
動
し
て
呉
れ
ぬ
。
果
て
は
自
分
等
の
力
で
は
到
底
出
来
な
い
と
い
ふ
て
、
辞
令
返
上
に
及
ん
だ
も

の
も
二
、
三
あ
っ
た
事
を
記
憶
し
て
居
り
ま
す
。

そ
れ
も
そ
の
筈
、
県
庁
の
膝
下
で
の
上
層
に
立
つ
幹
部
連
が
、
顧
問
制
度
は
尚
早

だ
、
何
で
左
様
旨
く
往
く
も
の
か
い
。
所
謂
蔭
で
顔
を
翠
め
る
連
中
が
あ
っ
た
位
で
、

（凶）

モ
キ
と
焦
慮
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
」

只
明
府
（
笠
井
知
事
）
一
人
が
胸
中
独
り
ヤ
キ

『
内
務
省
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
米
騒
動
の
善
後
措
置
、
す
な
わ
ち
食
糧
不
足
と
物
価
騰
貴
等
に
対
す
る
国
の
施
策
と
し
て
は
、
慈
善

事
業
・
救
済
事
業
と
よ
ば
れ
た
も
の
が
、

い
つ
し
か
名
実
と
も
に
社
会
事
業
と
な
っ
た
が
、
当
時
、
社
会
主
義
を
連
恕
さ
せ
る
『
社

会
』
と
い
う
文
字
は
嫌
わ
れ
、
『
民
力
泊
養
』
と
い
う
文
句
が
使
わ
れ
た
。
救
護
課
を
社
会
課
と
改
称
す
る
こ
と
は
容
易
に
実
現
し

（
げ
）

な
か
っ
た
」
と
あ
る
が
、
救
護
課
が
内
務
省
地
方
局
に
設
置
さ
れ
た
の
が
大
正
六
年
八
月
で
あ
り
、
救
護
課
設
置
以
前
は
「
賑
岨
救

済
は
地
方
局
の
所
管
で
は
あ
っ
た
が
、
同
局
の
い
わ
ば
片
す
み
で
取
扱
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
専
管
の
局
は
も
ち
ろ
ん
、

（
日
）

専
管
の
課
す
ら
設
け
ら
れ
な
い
で
、
長
い
時
期
を
経
過
し
た
。
」
内
務
省
の
課
の
名
称
の
み
で
言
え
ば
府
県
課
か
ら
救
護
課
で
あ
り
、

そ
の
救
護
課
が
社
会
課
と
改
称
さ
れ
る
の
が
大
正
八
年
十
二
月
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
社
会
課
が
地
方
局
か
ら
独
立
し
て
内
務
省
社

月

一
方
、
岡
山
県
で
地
方
課
か
ら
社
会
課
が
分
離
独
立
し
た
の
は
大
正
九
年
五

つ
ま
り
内
務
省
地
方
局
社
会
課
設
置
の
半
年
後
で
あ
り
、
「
当
時
は
ま
だ
救
助
と
か
保
護
と
か
云
ふ
言
葉
さ
へ
嫌
っ
て
ゐ
た
」

会
局
が
設
置
さ
れ
た
の
が
大
正
九
年
八
月
で
あ
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
大
正
五
、
六
年
頃
の
岡
山
県
庁
の
役
人
た
ち
が
笠
井
を
言
う
な
ら
ば
「
白
い
限
」
で
見
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う

ま
た
笠
井
が
岡
山
に
赴
任
し
た
翌
年
の
大
正
四
年
九
月
の
岡
山
県
会
議
員
選
挙
で
は
、
総
議
席
三
十
九
の
う
ち
二
十
九
を
国
民
党



が
獲
得
し
、
県
会
は
国
民
党
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
笠
井
の
あ
と
を
襲
っ
た
香
川
輝
は
時
の
首
相
で
政
友
会
総
裁
の
原
敬
が
「
国
民

党
が
金
城
鉄
壁
と
頼
む
岡
山
県
の
堅
畳
を
紛
砕
し
、
政
友
の
勢
力
を
扶
植
せ
ん
が
た
め
」
に
送
っ
た
「
有
色
知
事
」
だ
っ
た
が
、
そ

の
香
川
と
は
違
い
、
政
友
会
の
色
も
国
民
党
の
色
も
着
い
て
い
な
い
言
わ
ば
無
色
知
事
で
あ
る
笠
井
は
、
無
色
で
あ
る
が
ゆ
え
に
県

（幻）

会
で
絶
対
多
数
を
誇
る
国
民
党
と
衝
突
を
く
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
県
会
か
ら
笠
井
の
構
想
が
支
持
さ
れ
る

」
と
は
あ
り
得
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。

笠
井
の
本
来
は
手
足
た
る
べ
き
県
庁
か
ら
も
、
県
会
か
ら
も
積
極
的
な
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
新
制
度
た
る
済
世
顧
問
制
度
は
、

で
は
そ
の
顧
問
に
推
さ
れ
た
当
の
人
た
ち
か
ら
は
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
に

は
多
く
の
済
世
顧
問
、
委
員
の
手
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
例
え
ば
林
甚
八
は
「
私
共
創
設
以
来
顧
問
と
し
て
本
制
度

の
発
展
上
に
は
努
力
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
当
時
の
社
会
状
勢
は
今
日
の
如
き
と
は
雲
泥
の
相
違
が
あ
っ
て
、

一
般
民
衆
は
素
よ
り

相
当
の
地
位
に
あ
る
人
で
も
無
頓
着
で
あ
っ
て
、
済
世
事
業
と
か
社
会
事
業
と
か
云
ふ
こ
と
に
は
耳
を
傾
け
る
も
の
が
少
か
つ
て
事

業
を
せ
ん
と
し
て
も
手
の
つ
け
様
も
な
く
、
特
に
農
村
な
ど
で
は
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
回
顧
し
て
お
り
、
ま
た
同
じ
く
済

世
顧
問
の
池
上
長
右
衛
門
は
「
済
世
顧
問
の
嘱
託
を
受
け
た
時
自
分
等
の
若
さ
で
済
世
事
業
な
ど
と
は
柄
に
な
い
事
で
あ
っ
て
、
同

済世顧問制度と笠井信一

じ
世
の
為
に
倒
く
と
云
ふ
な
ら
ば
今
少
し
杭
極
的
に
働
き
甲
斐
の
あ
る
仕
事
、
例
へ
ば
地
方
産
業
の
興
隆
と
か
、
或
は
教
育
又
は
政

治
に
貢
献
し
た
方
が
遥
に
力
強
い
男
ら
し
い
仕
事
で
あ
る
。
：
：
：
（
社
会
事
業
は
）
初
め
は
何
か
消
極
的
な
面
白
味
の
な
い
暗
い
ジ
メ

（お）

／
〈
＼
し
た
仕
事
の
様
に
考
へ
て
居
た
」
と
述
べ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
済
世
顧
問
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
に
も
付
い
て
ま
わ
っ
た
。
済
世
顧
問
の
原
澄
治
は
「
済

世
顧
問
創
設
の
当
時
自
分
は
教
化
事
業
の
方
に
興
味
と
必
要
と
を
感
じ
て
居
り
、
青
年
の
夜
学
や
其
の
他
教
育
の
問
題
に
関
し
て
屡

27 

々
笠
井
長
官
に
は
お
目
に
懸
り
、
色
々
御
教
一
不
も
受
け
て
居
っ
た
が
、
済
世
顧
問
の
選
任
に
対
し
て
は
御
辞
退
し
た
い
と
思
ふ
て
居
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っ
た
。
第
一
、
世
を
済
ふ
な
ん
て
名
か
ら
し
て
大
げ
さ
過
ぎ
る
と
思
ふ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
済
世
顧
問
に
推
さ
れ
た
人
た
ち
に
お

28 

い
て
も
戸
惑
い
は
隠
し
ょ
う
も
な
か
っ
た
わ
け
で
、
原
に
よ
れ
ば
「
済
世
顧
問
創
設
当
時
の
一
般
の
顧
問
の
考
ヘ
方
は
寧
ろ
消
極
的

で
あ
り
、
従
っ
て
特
別
な
熱
心
な
人
々
の
所
を
除
い
て
は
何
だ
か
物
足
ら
ぬ
感
が
あ
っ
た
：
：
：
。
」

た
し
か
に
制
度
実
施
後
満
一
年
に
し
て
七
十
九
名
に
達
し
た
「
済
世
顧
問
は
何
れ
も
直
接
間
接
笠
井
知
事
の
指
導
を
受
け
、
熱
心

な
る
済
世
顧
問
に
至
り
て
は
屡
々
知
事
に
面
接
を
求
め
て
親
し
く
教
示
指
導
を
受
け
る
者
亦
日
に
多
き
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
」
の
で

あ
り
、
「
笠
井
知
事
は
予
め
知
事
室
の
一
隅
に
黒
漆
の
塗
板
を
用
意
し
て
、

カ
ー
ド
式
に
な
れ
る
済
世
顧
問
の
名
札
を
掲
げ
、
済
世

顧
問
の
事
業
の
相
談
等
の
た
め
来
訪
を
受
け
た
る
と
き
は
直
ち
に
室
内
に
招
致
し
て
親
し
く
歓
談
を
交
し
懇
々
と
防
貧
の
こ
と
を
説

（

m
U
）
 

示
さ
れ
た
の
で
、
済
世
顧
問
は
常
に
旧
師
に
会
っ
て
親
し
く
教
示
を
受
け
る
様
な
敬
度
と
親
密
の
情
に
充
た
さ
れ
て
ゐ
た
」
と
『
岡

山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
は
伝
え
て
い
る
が
、
同
時
に
こ
う
し
た
知
事
と
済
世
顧
問
の
良
好
な
関
係
は
「
大
正
八
年
四
月
笠
井
知

（却）

事
の
転
任
に
よ
っ
て
事
や
み
と
な
っ
た
」
の
も
事
実
で
あ
り
、
「
特
別
な
熱
心
な
人
を
除
い
て
は
」
済
世
顧
問
と
な
っ
て
も
、
あ
る

特
定
の
人
物
が
介
在
し
な
け
れ
ば
新
た
な
行
為
へ
の
動
機
は
生
じ
な
い
、

つ
ま
り
制
度
と
し
て
は
済
世
顧
問
は
十
分
に
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
実
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

こ
こ
で
は
そ
の
「
特
別
な
熱
心
な
人
」

の
一
人
と
し
て
馬
屋
上
村
の
済
世
顧
問
藤
井
静
一
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
藤
井
は
笠
井

か
ら
嘱
託
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
が
、
嘱
託
を
受
け
る
以
前
か
ら
笠
井
が
済
世
顧
問
に
期
待
す
る
仕
事
を
行
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ

（出）

り
、
藤
井
と
の
出
会
い
は
「
済
世
顧
問
設
置
の
近
因
」
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
花
土
文
太
郎
の
手
記
に
は
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
大
正
＝
一
年
中
の
事
と
思
ひ
ま
す
が
、
同
僚
の
上
田
菊
太
郎
君
が
御
津
郡
内
の
町
村
に
行
政
監
督
に
出
張
し
た
。
其
の
頃
の
監
督
は
市
町

村
制
の
法
制
に
準
拠
し
て
、
専
ら
非
違
行
為
を
注
意
す
る
と
い
ふ
筆
法
で
、
積
極
的
方
面
の
美
事
善
行
の
事
蹟
調
査
は
殆
ど
閑
却
せ
ら
れ



て
居
っ
た
様
で
し
た
。
そ
れ
で
も
っ
こ
の
篤
志
善
行
は
付
属
的
に
調
査
復
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
た
。
処
が
図
ら
ず
も
此
の
上
田
県

属
が
、
馬
屋
上
村
役
場
に
出
張
し
調
査
の
結
果
、
今
の
済
世
顧
問
藤
井
静
一
君
の
実
行
事
蹟
が
其
処
に
展
開
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
：
：
：
篤
志
家
藤
井
静
一
君
が
、
居
村
先
輩
の
年
々
米
集
め
麦
集
め
を
承
継
し
、
そ
の
取
集
め
た
各
一
俵
宛
が
蓄
積
せ
ら
れ
て
莫

大
の
貯
穀
と
な
り
、
そ
の
貯
穀
に
因
て
村
内
三
和
部
落
の
防
貧
、
救
貧
が
行
き
届
い
て
居
る
有
様
が
、
同
属
の
復
命
に
悶
て
明
府
（
笠
井

知
事
）
の
耳
に
入
っ
た
事
で
あ
る
。
明
府
は
感
嘆
せ
ら
れ
た
。
歓
喜
せ
ら
れ
た
。
防
貧
、
救
貧
と
は
此
の
事
で
あ
る
。
藤
井
君
の
事
業
は

取
っ
て
以
て
師
と
す
べ
し
だ
。
明
治
大
帝
の
大
御
心
に
奉
答
す
べ
き
は
此
の
仕
事
で
あ
る
。
明
府
の
胸
中
に
は
一
道
の
光
明
が
輝
い
た
。

早
速
と
道
岡
（
秀
彦
）
内
務
部
長
が
呼
び
立
て
ら
れ
た
。
川
口
（
守
治
）
理
事
官
が
駆
け
付
け
た
。
そ
の
結
果
私
を
特
派
せ
ら
れ
て
藤
井
君

の
事
蹟
に
対
し
、
精
密
に
再
調
査
を
為
す
べ
く
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
其
処
で
私
が
馬
屋
上
村
に
出
張
し
、
藤
井
氏
の
宅
に
二

泊
し
て
貯
穀
、
防
貧
の
事
業
や
其
の
他
の
事
業
に
就
い
て
同
君
の
善
行
を
精
し
く
調
査
の
上
復
命
し
た
の
で
、
明
府
は
非
常
に
喜
ば
れ
、

藤
井
君
を
迎
へ
て
親
し
く
其
の
意
見
を
聴
取
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
絃
に
済
世
顧
問
の
制
度
が
確
実
に
立
案
発
表
せ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の

（辺）

で
あ
り
ま
す
。
」

こ
の
引
用
個
所
の
冒
頭
に
大
正
三
年
と
い
う
日
付
け
が
出
て
く
る
が
、

」
れ
は
こ
の
引
用
個
所
全
体
が
大
正
三
年
中
の
出
来
事
と

済世顧問制度と笠井信一

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
発
端
の
御
津
郡
へ
の
上
田
に
よ
る
出
張
の
日
付
け
と
見
る
べ
き
で
、
引
用
個
所
の
最
後
の
あ
た
り
は
大
正
五

（お）

年
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
個
所
は
大
正
三
年
か
ら
大
正
五
、
六
年
に
か
け
て
の
三
、

四
年
間
の

行
政
過
程
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

藤
井
静
一
は
明
治
三
年
（
一
八
七

O
）
岡
山
県
御
津
郡
馬
屋
上
村
の
安
部
倉
と
い
う
部
落
に
、
地
主
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
一
ニ

十
五
年
に
は
そ
の
安
部
倉
部
落
の
人
々
の
「
精
神
的
融
和
団
壌
の
策
」
と
し
て
機
悔
会
、
翌
三
十
六
年
に
は
「
精
神
的
貧
困
だ
け
で

な
く
物
質
的
貧
困
の
救
済
の
た
め
に
」
安
部
倉
融
通
講
を
組
織
、
ま
た
明
治
四
十
一
年
十
月
の
戊
申
詔
書
を
受
け
て
安
部
倉
矯
風
会

の
名
称
で
「
智
徳
の
修
養
風
俗
の
改
善
勤
倹
貯
蓄
の
奨
励
等
を
な
す
為
め
毎
月
一
回
」
講
演
会
を
催
し
、
さ
ら
に
大
正
元
年
（
一
九

29 
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そ
の
目
的
と
し
て
「
常
一
一
親
睦
和
協
ヲ
旨
ト
シ

各
自
財
産
ノ
分
内
ヲ
守
リ
善
ヲ
積
ミ
業
ヲ
励
ミ
、
共
同
救
護
シ
テ
共
－
一
農
家
永
安
ノ
法
ヲ
立
ツ
ル
事
」
が
掲
げ
ら
れ
、
規
約
第
五
条

（お）

が
善
種
金
、
第
七
条
が
永
安
家
資
金
と
い
う
二
種
の
積
立
金
で
あ
っ
た
。
こ
の
善
種
金
と
永
安
家
資
金
は
ま
さ
に
共
同
救
護
、
「
共

30 

一
一一、＿，
に
安
部
倉
共
同
救
護
社
を
組
織
し
た
。
そ
の
安
部
倉
共
同
救
護
社
規
約
に
、

同
相
扶
」

の
具
体
化
で
あ
っ
た

済
世
顧
問
と
な
っ
た
藤
井
は
、
こ
の
共
同
救
護
社
を
安
部
倉
部
落
だ
け
の
も
の
と
は
せ
ず
に
、
馬
屋
上
村
の
す
べ
て
の
部
落
に
広

げ
る
た
め
、
馬
屋
上
村
の
村
長
、
住
職
、
小
学
校
長
、
村
吏
員
と
協
議
し
、
大
正
七
年
四
月
に
馬
屋
上
村
共
同
済
世
社
を
発
足
さ
せ

た
。
そ
し
て
村
内
を
八
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
支
社
を
置
く
こ
と
と
し
、
馬
屋
上
村
共
同
済
世
社
規
約
と
馬
屋
上
村
支
社
済
世
社

規
約
の
二
つ
の
規
約
を
作
っ
た
が
、
後
者
の
支
社
の
方
の
規
約
第
九
条
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

「
第
九
条

本
社
ノ
資
金
ハ
左
ノ
二
種
ト
ス

善
種
金

永
安
家
資
金
」

た
し
か
に
藤
井
の
事
業
は
右
に
記
し
た
よ
う
に
、
済
世
顧
問
に
嘱
託
さ
れ
て
か
ら
居
住
す
る
安
部
倉
部
落
以
外
に
も
広
が
っ
て
い

っ
た
わ
け
だ
が
、

し
か
し
そ
れ
以
前
に
他
の
部
落
へ
の
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
の
目
は
済
世
顧
問

よ
り
は
る
か
以
前
の
明
治
三
十
年
代
に
、
安
部
倉
の
隣
り
部
落
で
あ
る
日
応
寺
部
落
の
惨
状
に
向
っ
て
聞
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
社
会
事
業
功
労
者
事
蹟
』
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
応
寺
は
戸
数
五
十
余
戸
、
明
治
三
十
五
年
頃
部
落
内
は

人
情
風
紀
共
に
素
乱
荒
怠
の
極
に
達
し
、
部
落
内
の
田
地
約
十
六
町
歩
殆
ど
そ
の
三
分
の
二
は
他
村
の
所
有
に
帰
し
、
小
作
人
の
悲

境
は
勿
論
小
作
世
話
人
の
悪
錬
な
る
手
段
に
弄
せ
ら
れ
て
苛
飲
諒
求
に
苦
し
み
、
遂
に
小
作
人
対
地
主
の
衝
突
を
来
す
に
至
っ
た
。

弦
に
於
て
氏
は
此
の
惨
状
を
見
る
に
忍
び
ず
、
其
の
渦
中
に
入
り
て
自
ら
小
作
米
の
取
立
を
無
報
酬
に
て
行
ひ
、
従
来
の
手
数
料
相



（
必
）

当
額
を
小
作
人
各
自
の
貯
金
と
な
し
云
々
」
と
あ
り
、

ま
た
『
馬
屋
上
村
誌
』
に
よ
れ
ば
さ
ら
に
そ
の
上
に
「
日
応
寺
部
落
に
彼
の

所
有
し
て
い
る
山
林
を
開
放
し
て
松
茸
の
採
取
を
許
可
し
、
そ
の
売
却
代
の
三
分
の
二
は
採
取
者
に
与
え
残
り
三
分
の
一
は
各
自
名

（
幻
）

儀
で
貯
蓄
さ
せ
た
。
」

こ
う
し
た
藤
井
の
努
力
、

つ
ま
り
自
作
｜
小
作
関
係
の
構
造
そ
の
も
の
を
問
う
の
で
は
な
く

る
こ
と
で
「
共
同
救
護
」
を
は
か
る
こ
と
、

一
定
の
地
域
の
小
作
を
自
作
化
す

（
川
叫
）

ま
た
周
囲
か
ら
「
他
部
落
の
而
も
青
二
才
が
余
計
な
お
世
話
だ
」
と
反
感
を
買
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
同
じ
地
主
仲
間
か
ら
は
「
白
い
限
」

で
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
、
笠
井
信
一
と
共
通
す
る
面
が
多
か

っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
両
者
が
肝
胆
相
照
ら
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
わ
け
だ
が
、
藤
井
静
一
の
場
合
に
彼
が
企

て
た
今
日
の
言
葉
で
い
う
福
祉
は
、
『
馬
屋
上
村
誌
』
が
記
す
よ
う
に
、
「
報
徳
社
の
教
え
る
生
活
原
理
を
応
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ

（
伍
）る
」
と
説
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
藤
井
の
作
っ
た
規
約
に
あ
る
善
種
金
、
永
安
家
資
金
は
報
徳
金
と
し
て
、
つ
ま

り
二
宮
尊
徳
の
用
語
法
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
二
宮
尊
徳
の
場
合
に
は
「
田
を
、
生
活
の
場
所
と
し
て
で
は
な
く
、
財

産
と
し
て
認
識
す
る
時
代
」
が
来
て
い
る
と
悟
り
、
「
借
り
る
立
場
か
ら
貸
す
立
場
へ
の
身
の
ふ
り
か
え
に
こ
そ
、
一
家
理
財
の
精

（
川
崎
）

髄
が
あ
る
こ
と
を
自
身
の
体
験
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
切
に
し
て
き
た
」
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
理
財
と
い
う
客
観
主
義
が
把
持

済世顧問制度と笠井信一

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
藤
井
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
一
定
の
主
観
主
義
に
立
っ
て
い
た
と
私
に
は

思
え
る
。

そ
の
主
観
主
義
を
同
情
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
同
情
と
理
財
は
藤
井
の
な
か
に
共
存
し
て
い
る
が
、

し
か
し
そ
の
二
つ
は
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
の
よ
う
に
理
財
に
役
立
つ
同
情
と
い
う
形
で
は
、
藤
井
に
お
い
て
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
し
、
用

語
法
に
お
い
て
藤
井
と
報
徳
思
想
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
次
の
二
つ
の
引
用
の
う
ち
、
前
者
が
安
部
倉
共

31 

同
救
護
社
で
、
後
者
が
報
徳
社
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
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（叩）

「
神
徳
皇
徳
及
父
母
ノ
恩
－
一
報
ユ
ル
ニ
我
ガ
徳
行
ヲ
以
テ
シ
、
勤
勉
節
倹
シ
テ
各
自
其
ノ
分
度
ヲ
守
リ
到
富
ノ
基
礎
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
」

「
報
徳
生
活
は
一
元
的
な
る
親
子
の
愛
を
環
境
に
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
の
諸
徳
を
発
展
せ
し
む
る
行
動
で
あ
り
、
天
地
の
徳
に

（日）

人
徳
を
融
合
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
常
に
天
意
を
畏
み
、
皇
徳
を
仰
ぎ
、
広
く
社
会
の
恩
義
に
報
ゆ
る
こ
と
斗
な
る
。
」

32 

（臼）

と
こ
ろ
で
「
同
じ
報
徳
思
想
を
信
奉
し
な
が
ら
、
運
動
の
方
法
、
組
織
は
全
く
別
の
も
の
」

に
岡
田
良
一
郎
を
指
導
者
と
す
る
報

徳
社
と
、
岡
田
良
一
郎
の
長
男
の
岡
田
良
平
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
、
地
方
改
良
と
結
び
つ
い
た
報
徳
会
と
が
あ
り
、
そ
し
て
前
者

の
方
の
「
自
小
作
農
民
が
、
農
業
生
産
の
不
安
定
性
に
対
応
し
て
、
自
発
的
な
相
互
扶
助
機
関
と
し
て
組
織
し
て
い
っ
た
報
徳
社
」

の
「
理
論
と
実
際
」
が
、
昭
和
六
年
に
『
済
世
の
一
方
途
』
と
の
タ
イ
ト
ル
で
済
世
叢
書
の
一
冊
と
し
て
収
録
さ
れ
、
翌
七
年
に
は
報

（
弘
）

徳
社
副
社
長
佐
々
井
信
太
郎
が
来
岡
し
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
笠
井
は
こ
の
時
す
で
に
他
界
し
て
い
た
が
、
岡
山
県
済
世
制
度

の
機
関
誌
と
も
言
う
べ
き
『
連
帯
時
報
』
は
笠
井
の
七
回
忌
、
十
周
忌
と
特
集
を
組
み
、
死
後
も
笠
井
は
影
響
力
を
残
し
て
い
た
わ

け
で
、
報
徳
社
と
報
徳
会
の
明
確
な
区
別
の
上
で
、

つ
ま
り
笠
井
の
意
向
に
沿
う
報
徳
思
想
団
体
に
執
筆
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（日）

ま
と
め
て
言
え
ば
、
地
方
改
良
の
よ
う
に
上
か
ら
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
下
か
ら
「
民
間
的
自
発
的
な
も
の
」
と
し
て
済
世
事

業
を
考
え
た
い
と
願
う
笠
井
は
、
中
央
の
方
針
に
対
し
て
一
定
の
違
和
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
の
行
為
の
効
果
と
い
う
点
で
は
井
上
友

一
ら
と
同
じ
く
、
国
家
の
客
観
主
義
に
一
定
の
貢
献
を
し
て
い
た
と
評
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
節
で
は
最
後
に
笠
井
と
響
き
合
う

藤
井
静
一
の
主
観
主
義
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
一
一
目
し
て
お
こ
う
。
彼
の
母
は
彼
に
対
し
て
「
日
蓮
上
人
は
一
切
の
衆
生
を
、
法
華
教
を

以
て
済
ひ
給
は
ん
が
為
に
販
難
苦
行
を
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。
九
夫
の
私
を
母
と
す
る
お
前
が
苦
労
す
る
の
は
当
然
だ
。
母
は
お
前
が

衆
生
の
恩
に
報
じ
て
、
人
の
任
務
を
果
す
な
ら
ば
、
路
傍
の
草
叢
の
中
に
野
末
の
露
と
消
え
様
と
も
更
に
怨
み
と
思
は
な
い
か
ら
、

必
ず
ん
＼
意
志
を
貫
い
て
呉
れ
」
と
訓
え
、
そ
し
て
藤
井
自
身
は
『
馬
屋
上
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
所
有
す
る
「
田
畑
を
小
作
人



達
に
安
く
売
り
、
田
畑
が
な
く
な
る
と
、
家
屋
敷
ま
で
次
々
と
売
払
っ
た
。
こ
の
た
め
、
晩
年
に
は
ず
い
分
と
お
金
に
困
っ
た
事
も

（日）

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」

済世顧問制度と笠井信一

（1
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
七
ペ
ー
ジ
。

（2
）
同
右
、
ゴ
一
三
一
！
一
三
ニ
二
ペ
ー
ジ
。

（3
）
同
右
、
四
一
ペ
ー
ジ
．

（4
）
同
右
、
三
七
ペ
ー
ジ
・

（5
）
同
右
。

（6
）
同
右
。

（7
）
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
S
P
D
）
の
一
九
八
六
年
六
月
の
党
大
会
に
提
出
さ
れ
た
新
綱
領
草
案
（
イ
ル
ゼ

I
草
案
）
に
は
「
自
助
活
動
へ
の
国
家
（
政
府
）
の

積
極
的
支
援
へ
の
肯
定
的
評
価
」
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
自
助
と
は
「
連
帯
的
な
、
同
じ
立
場
の
人
民
の
協
働
作
用
を
核
と
し
た
社
会
活
動
」
つ
ま
り
社
会
的
自
助
で

あ
り
‘
「
生
活
上
の
負
担
を
個
々
の
国
民
の
自
己
責
任
と
し
て
担
う
個
人
的
自
助
努
力
と
は
質
的
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
」
っ
た
。
山
本
佐
門
「
福
祉
国
家
の
危

機
と
社
会
民
主
主
義
｜
｜
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
場
合
」
、
日
本
政
治
学
会
編
『
転
換
期
の
福
祉
国
家
と
政
治
学
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
年
）
三
七
｜
五
二
ペ
ー

ジ
参
照
。

（8
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
三
一
ニ
二
ペ
ー
ジ
。

（9
）
同
右
、
四
三
六
ペ
ー
ジ
お
よ
び
四
三
九
ペ
ー
ジ
．

（
叩
）
同
右
・
四

O
八
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
同
右
、
四
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
ロ
）
同
右
。

（
日
）
方
面
委
員
制
度
を
創
設
し
た
大
阪
府
知
事
林
市
蔵
は
、
「
｜
｜
然
う
だ
。
救
助
の
前
に
‘
ま
づ
十
分
な
る
『
調
査
』
が
必
要
な
の
だ
。
医
者
が
治
療
を
す
る
に

先
立
っ
て
、
十
分
な
る
診
察
を
す
る
や
う
に
ー
l
t。
常
設
的
な
社
会
測
量
機
関
！
そ
れ
が
必
要
な
の
だ
。
そ
れ
が
出
来
て
、
始
め
て
凡
べ
て
の
社
会
事
業
が
完
全

に
そ
の
能
率
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
＼
と
自
問
自
答
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
大
阪
府
民
生
委
員
制
度
四
十
年
史
』
大
阪
府
民
生
部
社
会
課
、
昭
和
三

十
三
年
、
三
一
ペ
ー
ジ
。
）
方
面
委
員
は
ま
ず
も
っ
て
社
会
測
量
機
関
な
の
だ
が
、
例
え
ば
国
井
通
太
郎
『
方
面
委
員
の
手
帳
』
上
下
（
筑
波
書
林
、
一
九
七
九
年
）

を
読
む
と
、
方
面
委
員
国
井
の
活
動
は
岡
山
県
な
ら
ば
済
世
委
員
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
済
世
顧
問
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
受
け
る
。

（U
）
蓬
郷
巌
『
岡
山
の
県
政
史
』
岡
山
文
庫

ω
（
日
本
文
教
出
版
、
昭
和
五
十
一
年
）
．
七
七
ペ
ー
ジ
お
よ
び
一
六
ニ

l
一
六
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

33 
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（
日
）
升
味
、
前
掲
書
、
二
ハ
七
ペ
ー
ジ
な
ど
参
照
。

（
時
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
三
四
四
ペ
ー
ジ
．

（
臼
）
『
内
務
省
史
』
第
三
巻
（
地
方
財
務
協
会
、
昭
和
四
十
六
年
）
、
三
六
四
ペ
ー
ジ
・

（
国
）
同
右
、
三
三
九
ペ
ー
ジ
。

（
四
）
『
内
務
省
史
』
に
よ
れ
ば
、
救
護
課
以
前
に
社
会
行
政
を
所
管
（
専
管
に
は
あ
ら
ず
）
し
て
い
た
部
署
は
地
方
局
府
県
課
で
あ
っ
た
。
（
第
二
巻
、
六
四
ペ
ー
ジ
。
）

つ
ま
り
内
務
省
地
方
局
に
地
方
課
と
い
う
名
称
の
部
署
、
少
な
く
と
も
社
会
行
政
を
扱
う
そ
う
い
う
名
称
の
部
署
は
存
在
し
た
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
限

り
に
お
い
て
森
戸
辰
男
の
次
の
記
憶
は
正
確
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
、
内
務
省
に
『
社
会
事
業
』
や
『
社
会
改
良
』
を
立

案
・
実
施
す
る
部
局
を
新
設
し
よ
う
と
し
た
。
名
称
は
『
社
会
課
』
か
『
社
会
局
』
で
よ
い
は
ず
だ
が
、
『
社
会
』
の
こ
と
ば
そ
の
も
の
が
鬼
門
で
あ
り
・
治
安
警

察
の
総
元
締
で
あ
る
内
務
省
が
『
社
会
課
』
な
ど
と
言
い
出
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
大
問
題
に
な
っ
た
あ
げ
く
の
は
て
に
、
『
地
方
課
』
と
い
う
妙
な
名
に
落
ち
着

い
た
、
と
聞
く
。
」
（
『
私
の
履
歴
書
』
文
化
人
初
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
十
九
年
、
二
六
ペ
ー
ジ
。
）

（
mg
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
一
一
二
ハ
コ
一
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
朝
日
新
聞
社
通
信
部
編
『
勝
政
物
語
』
（
世
界
社
、
昭
和
コ
一
年
）
、
四

O
四
ペ
ー
ジ
。

（
勾
）
同
右
。

（
幻
）
「
大
正
四
年
知
事
笠
井
信
一
時
代
、
巴
久
郡
謹
田
橋
の
架
設
費
を
国
民
党
が
一
致
で
反
対
し
、
参
事
会
で
削
除
し
て
原
案
を
刷
代
へ
ん
と
し
た
が
、
知
事
は
真

赤
に
な
っ
て
怒
り
出
し
、
か
く
の
如
き
緊
急
に
し
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
削
除
せ
ん
と
す
る
の
は
怪
し
か
ら
ん
、
国
民
党
の
横
暴
許
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ

の
で
、
到
頭
参
事
会
の
意
見
の
み
を
別
刷
り
と
し
原
案
と
共
に
県
会
に
付
議
し
た
。
素
よ
り
県
会
は
国
民
党
の
意
の
ま
与
で
あ
る
か
ら
、
手
も
な
く
原
案
は
否
決
さ

れ
た
が
、
知
事
は
遂
に
原
案
執
行
を
や
っ
て
架
橋
費
を
決
定
し
た
の
で
・
国
民
党
は
大
に
憤
慨
し
不
信
任
を
決
議
し
た
が
．
知
事
は
ピ
ク
と
も
し
な
か
っ
た
。
」
（
同

右
、
四

O
三
ペ
ー
ジ
。
）
ま
た
、
大
正
七
年
十
二
月
の
県
会
で
の
知
事
と
県
会
と
の
衝
突
に
つ
い
て
は
、
蓬
郷
前
掲
書
、
七
四
ペ
ー
ジ
会
照
。

（
別
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
三
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
同
右
、
三
九

O
ー
一
一
一
九
一
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
同
右
、
三
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
三
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
同
右
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
却
）
同
右
。
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
却
）
同
右
。
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（
泊
）
同
右
、
三
四
二
ペ
ー
ジ
。

（
詑
）
同
右
、
三
四
二
｜
三
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
藤
井
静
一
に
よ
れ
ば
、
「
大
正
六
年
二
月
頃
で
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。
上
田
（
菊
太
郎
）
氏
の
手
紙
が
参
り
岡
山
へ
出
た
ら
是
非
県
庁
へ
立
寄
る
様
に
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
程
経
て
出
岡
の
序
に
出
県
し
ま
し
た
処
、
課
長
さ
ん
の
御
用
だ
と
言
は
れ
て
課
長
に
紹
介
せ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
課
長
は
故
川
口
守
治
氏
で
．

嘗
て
村
の
小
学
校
の
落
成
式
の
時
面
識
が
あ
り
ま
し
た
お
方
で
、
挨
拶
は
簡
単
に
済
み
ま
し
た
が
、
サ
ア
そ
れ
か
ら
困
り
ま
し
た
。
と
い
ふ
の
は
、
知
事
さ
ん
が
御

用
だ
と
仰
し
ゃ
る
。
処
が
私
は
袴
も
着
け
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
、
俄
に
上
田
氏
か
ら
借
用
に
及
ん
で
知
事
さ
ん
に
御
目
通
り
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
川
口
課
長

は
私
を
紹
介
し
て
置
い
て
、
サ
ツ
サ
と
害
を
出
て
仕
舞
は
れ
ま
し
た
。
私
も
当
時
四
十
四
五
歳
の
男
盛
り
で
は
あ
っ
た
も
の
与
、
人
生
初
め
て
高
官
の
面
前
に
出
た

こ
と
L
て
、
石
地
蔵
の
様
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
固
く
な
っ
て
起
立
し
て
ゐ
ま
す
と
、
笠
井
知
事
は
言
葉
穏
に
椅
子
を
勧
め
ら
れ
．
私
の
事
業
に
就
て

巨
細
に
聞
か
る
与
の
で
あ
り
ま
し
た
。
高
鳴
る
胸
の
轟
き
も
静
ま
り
三
時
間
余
り
聞
は
る
L

ま
与
に
物
語
を
続
け
ま
し
た
。
面
長
な
半
白
の
髪
を
椅
麗
に
糊
を
入
れ

て
分
け
、
如
何
に
も
崇
高
な
容
姿
で
私
の
話
を
聞
い
て
下
さ
い
ま
し
た
笠
井
知
事
は
、
膝
を
打
っ
て
大
に
共
鳴
せ
ら
れ
激
励
の
辞
を
添
へ
ら
れ
ま
す
る
と
共
に
．
後

援
支
持
し
て
や
ら
う
と
御
誓
ひ
下
さ
い
ま
し
た
。
」
（
済
世
叢
書
第
七
篇
『
済
世
一
タ
話
』
岡
山
県
学
務
部
社
会
謀
、
昭
和
五
年
、
三
四
｜
三
五
ペ
ー
ジ
。
）

（
出
〉
『
社
会
事
業
功
労
者
事
蹟
』
（
厚
生
省
、
昭
和
十
七
年
Y
三
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
横
田
文
太
郎
編
『
馬
屋
上
村
誌
』
（
昭
和
四
十
九
年
）
、
ゴ
一
五
八
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
『
社
会
事
業
功
労
者
事
蹟
』
三
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
訂
）
横
田
編
、
前
掲
書
、
三
六

0
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
第
五
条
善
種
金

社
員
毎
月
集
会
ノ
節
各
自
節
倹
ヲ
壷
シ
、
又
ハ
夜
間
除
業
ヲ
以
テ
得
タ
ル
金
銭
物
品
ヲ
持
参
シ
．
特
志
ヲ
以
テ
善
種
金
ト
シ
テ
差
出
ス
ベ
シ
、
本
金
ハ
差
出
切
ニ

シ
テ
返
戻
ス
ル
ヲ
得
ズ
／
協
議
員
会
ノ
決
議
ニ
ヨ
リ
左
ノ
各
項
－
一
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス
；
：
：
第
四
項
擢
災
者
ヲ
救
助
シ
貧
困
者
ヲ
撫
育
シ
、
無
産
ノ
者
ヲ
農
業
ニ
従
事

セ
シ
ム
ル
等
ノ
諸
費
及
ピ
善
行
ト
認
ム
ル
事
業
費
（
同
右
、
三
六

O
ー
一
三
ハ
一
ペ
ー
ジ
。
）

（
却
）
第
七
条
永
安
家
資
金

社
員
ハ
毎
年
農
産
物
又
ハ
副
産
物
ノ
収
益
金
ノ
一
割
以
上
ヲ
分
度
外
ノ
財
ト
シ
テ
積
立
満
五
十
筒
年
ヲ
一
期
ト
シ
永
安
資
金
ト
ス
ベ
キ
事
（
同
右
、
三
六
一
ペ
ー

ジ。）

（
的
）
『
済
世
一
タ
話
』
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
な
お
『
馬
屋
上
村
誌
』
で
は
発
足
の
日
付
け
が
五
月
八
日
に
な
っ
て
い
る
が
．
四
月
八
日
の
間
違
え
で
あ
ろ
う
。
『
岡
山

県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
で
も
四
月
八
日
に
な
っ
て
い
る
。
（
同
書
四
五
九
ペ
ー
ジ
。
）

（
但
）
横
田
編
、
前
掲
書
、
三
六
六
ペ
ー
ジ
。
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（
位
）
三
五
三

l
三
五
四
ペ
ー
ジ
e

ま
た
『
済
世
一
タ
話
』
三
七
｜
三
八
ペ
ー
ジ
も
参
照
さ
れ
た
い
．

（
幻
）
三
五
五
｜
三
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
叫
）
『
済
世
一
タ
話
』
四

0
ペ
ー
ジ
。

（
必
）
横
田
編
、
前
掲
書
、
三
五
七
ペ
ー
ジ
。

（M
W
）
同
右
、
三
六

0
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
訂
）
守
田
志
郎
『
二
宮
尊
徳
』
朝
日
評
伝
選

2
（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
十
年
）
、
七

0
ペ
ー
ジ
＠

（
崎
）
同
右
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
却
）
「
人
間
相
互
の
聞
に
は
同
情
と
い
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
」
（
『
済
世
一
タ
話
』
三
ペ
ー
ジ
）
。

（
印
）
横
田
編
、
前
掲
書
、
三
六

0
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
済
世
叢
書
第
八
編
『
済
世
の
一
方
途
（
報
徳
社
の
理
論
と
実
際
）
』
（
岡
山
県
学
務
部
社
会
課
、
昭
和
六
年
）
、
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
臼
）
佐
々
木
豊
『
地
方
改
良
運
動
と
村
是
調
査
ヘ
神
谷
監
修
前
掲
書
、
第
一
巻
、
四
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
地
方
改
良
運
動
と
報
徳
社
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
宮
地
正

人
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
｜
帝
国
主
義
形
成
期
の
都
市
と
農
村
｜
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
、
参
照
。

（
臼
）
同
右
。

（
日
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
二
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
『
連
帯
時
報
』
第
九
巻
第
八
号
（
昭
和
四
年
八
月
）
に
は
三
樹
樹
三
が
追
悼
記
事
（
二
｜
六
ペ
ー
ジ
）
を
書
き
、
同
第
一
五
巻
第
八
号
（
昭
和
十
年
八
月
）
に
は
「
故

笠
井
信
一
氏
追
悼
座
談
会
」
（
一
一
一
二
1

四
一
ペ
ー
ジ
）
が
．
そ
し
て
同
第
一
九
巻
第
九
号
（
昭
和
十
四
年
九
月
）
は
一
冊
全
部
が
「
笠
井
明
府
追
憶
号
」
と
し
て
編

集
さ
れ
て
い
る
。
発
行
元
は
岡
山
県
社
会
事
業
協
会
で
あ
る
。
な
お
『
連
帯
時
報
』
に
つ
い
て
は
、
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
二
二
五
ペ
ー
ジ
も
参
照
。

（
日
）
佐
々
木
豊
「
地
方
改
良
運
動
と
村
是
調
査
ヘ
神
谷
監
修
前
掲
書
、
第
一
巻
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
町
）
『
済
世
一
タ
話
』
四

O
｜
四
一
ペ
ー
ジ
。

（
回
）
横
田
編
前
掲
書
、
三
七
九
ペ
ー
ジ
。
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四

お
わ
り
に

大
正
六
年
の
済
世
顧
問
誕
生
と
大
正
十
年
の
済
世
委
員
誕
生
の
聞
に
は
、
時
間
的
に
も
ま
た
因
果
的
に
も
、
米
騒
動
が
あ
る
。
大

正
七
年
八
月
の
米
騒
動
の
時
の
岡
山
県
知
事
が
笠
井
信
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
米
騒
動
に
直
面
し
て
、
済
世
顧
問
「
制
度
の
無
力
が
ま

ざ
ま
ざ
と
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
：
：
：
米
騒
動
を
契
機
に
、
大
阪
府
が
施
行
し
た
方
面
委
員
制
度
に
学
ん
で
、
大
正
一

O
年
に

済
世
委
員
制
度
を
設
置
し
て
、
顧
問
制
度
の
欠
陥
を
補
う
こ
と
が
は
か
ら
れ
た
」
と
い
う
広
田
昌
希
の
評
価
そ
の
も
の
に
私
は
異
論

主
主
、
：
、

t
T
L
カ

し
か
し
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
を
近
代
日
本
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
評
価
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
自
ず
と
別
の

論
じ
方
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
岡
山
県
済
世
顧
問
の
、
今
日
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
顔
と
は
、
象
徴
的
に
は
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
の
編
集
に
な
る
『
民
生
委
員
制
度
四
十
年
史
』

へ
の
、
時
の
厚
生
大
臣
小
林
武
治
に
よ
る
序
文
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
大

臣
は
そ
の
冒
頭
に
言
う
。
「
今
日
の
民
生
委
員
制
度
の
は
じ
め
で
あ
る
済
世
顧
問
制
度
が
、
大
正
六
年
に
岡
山
県
に
創
始
さ
れ
て
よ

り
、
早
く
も
四
十
余
年
の
歳
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
」

済世顧問制度と笠井信一

な
に
故
に
、
大
正
時
代
の
岡
山
県
で
は
無
力
で
あ
る
こ
と
が
一
証
明
さ
れ
、
欠
陥
が
補
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
の
同
じ
制
度
が
、

の
ち
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
持
ち
上
げ
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
私
の
考
え
で
は
、
今
日
の
公
私
協
働
と
い
う
名
の
わ
が
国
の
国
家
福

祉
政
策
の
基
本
的
枠
組
を
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
が
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
笠
井
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
顧
問
制
度
の
今
日

へ
の
影
響
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
た
い
。

一
つ
は
委
嘱
（
嘱
託
）
さ
れ
る
側
の
人
々
の
地
位
の
問
題
で

あ
り
、

一
つ
は
誰
が
委
嘱
を
行
な
う
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
天
皇
シ
ン
ボ
ル
と
の
関
連
で
あ
る
。
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で
あ
る
と
し
た
点
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
私
人
が
私
人
を
助
け
る
と
し
た
た
め
、
そ
の
援
助
行
為
に
公
費
で
支
払
う
必
要
は
生
じ
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
規
程
の
文
章
で
言
え
ば
、
済
世
顧
問
設
置
規
程
第
七
条
「
済
世
顧
問
ハ
名
誉
ノ
職
ト
ナ
シ
云
々
」
で
あ
り
、
民

生
委
員
法
第
十
条
「
民
生
委
員
は
、
名
誉
職
と
し
、
云
々
」
で
あ
る
。
笠
井
に
よ
る
「
名
誉
ノ
職
」
と
の
発
想
は
、
「
日
露
戦
争
後

の
財
政
逼
迫
に
対
す
る
方
策
」
に
沿
う
も
の
、
す
な
わ
ち
「
井
上
友
一
ら
内
務
省
が
と
っ
た
：
：
：
国
費
に
よ
る
救
助
を
抑
制
し
よ
う

（

7
）
 

と
し
た
」
方
策
に
沿
っ
て
い
る
わ
け
で
、
大
正
六
年
の
笠
井
に
よ
る
顧
問
設
置
規
程
は
内
務
省
に
と
っ
て
モ
デ
ル
と
し
て
推
賞
さ
れ

（

8
）
 

翌
大
正
七
年
の
大
阪
府
の
方
面
委
員
規
程
第
二
条
後
半
も
「
方
面
委
員
は
名
誉
職
と
す
」
で
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て
し
か
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
、

あ
っ
た
二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
誰
が
済
世
顧
問
に
な
る
か
の
決
定
権
は
あ
く
ま
で
も
県
知
事
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
県

知
事
が
委
嘱
す
る
こ
と
で
済
世
顧
問
は
初
め
て
誕
生
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
公
私
関
係
は
相
互
的
な
関
係
と
は
言
え
な
い
。
済
世
顧

問
設
置
規
程
第
四
条
は
「
済
世
顧
問
ハ
郡
市
長
ノ
推
薦
一
一
依
リ
知
事
之
ヲ
嘱
託
ス
」
で
あ
り
、
民
生
委
員
法
第
五
条
は
「
民
生
委
員

は
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
厚
生
大
臣
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
嘱
託
な
い
し
委
嘱
の
主
体
が
知
事
と

大
臣
の
違
い
が
あ
る
が

い
ず
れ
に
せ
よ
官
に
よ
る
わ
け
で
あ
る

以
上
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
行
政
改
革
が
錦
の
御
旗
と
し
て
打
ち
振
ら
れ
、
福
祉
の
切
り
詰
め
を
当
然
の
ご
と
く
説
き
、

か
つ
福
祉

を
通
し
て
の
国
民
統
合
は
よ
り
一
一
層
進
め
よ
う
と
す
る
今
日
の
福
祉
国
家
の
立
場
か
ら
は
、
使
え
る
枠
組
で
あ
る
。
使
え
る
と
い
う

こ
と
で
は
、
伝
統
的
に
福
祉
に
熱
心
な
皇
室
に
リ
フ
ァ
ー
で
き
る
と
い
う
意
味
で
も
笠
井
そ
し
て
岡
山
県
済
世
顧
問
は
使
え
る
存
在

で
あ
る
。
権
力
に
と
っ
て
笠
井
は
使
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
同
時
に
そ
の
権
力
の
あ
り
ょ
う
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
も
笠
井
は
使
え
る
枠
組
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
一
九
八
九
・
九
・
二
ニ
）



岡
山
県
』
（
昌
平
社
、
一
九
八
三
年
）
、
二
一
六
！
一
二
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

（

1
）
ひ
ろ
た
ま
さ
き
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
郷
土
史

（2
）
同
右
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

（3
）
昭
和
三
十
九
年
刊
。

（4
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
一
ニ
二
ペ
ー
ジ
。

（5
）
『
民
生
委
員
制
度
四
十
年
史
』
三
五
三
ペ
ー
ジ
。

（6
）
山
田
明
「
感
化
救
済
事
業
の
組
織
化
に
お
け
る
『
講
習
会
』
の
位
置
」
、
社
会
福
祉
調
査
研
究
会
編
前
掲
書
、
二
二
ペ
ー
ジ
．

（7
）
同
右
、
二

0
ペ
ー
ジ
。

（8
）
『
大
阪
府
民
生
委
員
制
度
四
十
年
史
』
四
二
一
ペ
ー
ジ
。

（9
）
私
が
考
え
る
一
つ
の
公
私
論
に
つ
い
て
は
、
拙
桶
「
福
祉
に
お
け
る
国
家
以
前
と
国
家
以
後
ヘ
日
本
政
治
学
会
編
前
掲
書
、
二
一
五
｜
二
二
八
ペ
ー
ジ
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
。

（
叩
）
『
岡
山
県
済
世
制
度
二
十
年
史
』
コ
二
ペ
ー
ジ
。

（
日
）
「
民
生
委
員
制
度
四
十
年
史
』
三
五
一
ペ
ー
ジ
。

付
記
本
稿
は
平
成
元
年
度
慶
際
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助
（
各
個
研
究
A
）
お
よ
び
福
津
諭
吉
記
念
学
事
振
興
基
金
に
よ
る
研
究
補
助
（
「
慶
臆
義
塾

に
お
け
る
知
的
伝
統
に
関
す
る
研
究
」
）
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

済世顧問制度と笠井信一
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